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ド
イ
ツ
帝
政
期
の
法
律
相
談
援
助

日
本
で
は
従
来
、
市
民
が
法
律
相
談
を
受
け
る
機
会
が
非
常
に
限
ら
れ
て
き
た
が
、
特
に
社
会
的
・
経
済
的
弱
者
へ
の
法
律
相
談
は
あ

ま
り
発
展
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

2
0
0
1
年
に
始
ま
っ
た
司
法
制
度
改
革
に
お
い
て
は
、
裁
判
お
よ
び
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
そ

の
重
点
の
一
っ
と
さ
れ
、

2
0
0
6
年
の
総
合
法
律
支
援
法
に
基
づ
き
日
本
法
律
支
援
セ
ン
タ
ー

（
法
テ
ラ
ス
）
が
設
立
さ
れ
、
社
会
的
・

経
済
的
弱
者
へ
の
法
律
相
談
支
援
策
が
積
極
的
に
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(1
)
 

相
談
援
助
法
に
よ
り
、
経
済
的
困
窮
者
は
、
一
定
の
条
件
下
で
、
任
意
に
選
任
し
た
弁
護
士
に
法
律
相
談
お
よ
び
裁
判
外
の
代
理
を
依
頼

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
費
用
は
国
庫
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
2
0
0
0
年
代
に
入
り
、
こ
の
制
度
の
利
用
が

激
増
し
、
特
に

2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
1
年
に
か
け
て
は

2
0
1
0
年
の
約

90
万
件
を
頂
点
に
毎
年
約
85
万
件
に
お
い
て
経
済
的
弱
者

は
じ
め
に

-̂IRl

兌

―
-
＝
ロ
―
-
＝
ロ

一
方
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
で
は
、

1
9
8
0
年
の
法
律

河

村

浩

城
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ま
ず
、
法
需
要
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
社
会
的
な
背
景
お
よ
び
立
法
的
背
景
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
8
7
1
年

に
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
す
る
が
、
こ
の
時
期
の
ド
イ

ツ
社
会
は
、
産
業
化
と
そ
れ
に
伴
う
人
口
流
動
そ
し
て
都
市
化
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
者
が
賃
金
労
働
者
と
し
て
労
働
契
約
を
結
び
、
都
市
住
民
の
多
く
が
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る
な
ど
、
日
常
的

に
契
約
関
係
に
身
を
置
く
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
法
需
要
増
大
の
社
会
的
な
面
か
ら
の

一
因
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ

談
援
助
の
提
供
者
の

二
つ
の
側
面
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

社
会
的

・
経
済
的
弱
者
に
対
す
る
法
律
相
談
援
助
の
成
立
と
発
展
の
考
察
に
先
立
ち
、
そ
の
背
景
に
関
し
て
、
法
需
要
お
よ
び
法
律
相

I

背
景

の
発
展
を
概
観
し
て
い
く
こ
と
と
す
る

(
I
I
I
)

0

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
帝
政
期
の
中
で
も
特
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
と
呼
ば
れ
る

1
8
9
0
年
か
ら

1
9
1
4
年
ま
で
の
法
律
相
談
援
助
運

動
の
発
展
を
紹
介
し
た
い

。
ま
ず
、
法
律
相
談
援
助
運
動
が
始
ま

っ
た
社
会
的
、
法
的
背
景
を
概
観
す
る

(I
)。
次
に
法
律
相
談
所
を
い

く
つ
か
の
類
型
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
を
代
表
す
る
法
律
相
談
所
の
成
立
過
程
を
紹
介
し

(II
)、
そ
の
後
の
法
律
相
談
援
助
運
動

利
実
現
お
よ
び
擁
護
に
資
し
て
き
た
。

が
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
あ
る
い
は
裁
判
外
代
理
を
受
け
、
そ
の
国
庫
支
出
は
毎
年
八
千
万
か
ら
八
千
五
百
万

ユ
ー
ロ
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
益
団
体
や
市
町
村
に
よ
る
公
共
法
律
相
談
所
を
通
し
て
の
経
済
的

・
社
会
的
弱
者
へ
の
法

律
相
談
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ベ
ル

リ
ン
、
ブ
レ

ー
メ
ン
な
ど
を
除
き
、
さ
ほ
ど
活
発
で
は
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
を
少
し
さ
か
の
ぼ
る
と
、

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
無
数
の
公
共
法
律
相
談
所
が
各
地
に
設
立
さ
れ
、
多
様
な
担
い
手
が
、
様
々
な
目
的
を
も
っ
て
、

労
働
者
や
社
会
的

・
経
済
的
弱
者
へ
の
無
料
法
律
相
談
を
行
う
な
ど
、
多
元
的
で
活
発
な
法
律
相
談
援
助
運
動
が
展
開
さ
れ
、
市
民
の
権
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あ
っ
た
。

帝
国
成
立
に
と
も
な
う
諸
立
法
も
法
需
要
の
増
大
の
背
景
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
の
文
脈
と
し
て
、
労
働
者
社
会
保

検
と
労
働
者
保
護
諸
立
法
の
発
展
が
重
要
で
あ
る
。
産
業
化
及
び
都
市
化
に
よ
り
労
働
者
が
社
会
階
級
と
し
て
発
展
し
た
が
、
産
業
社
会

で
は
、
労
働
者
は
四
つ
の
生
存
上
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
労
働
災
害
、
疾
病
、
老
齢
と
障
害
そ
し
て
失
業
で
あ
る
。

(5
)
 

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
た
め
に
、
労
働
者
社
会
保
険
の
た
め
の
立
法
措
置
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
ビ
ス
マ
ル
ク
期
に
お
け
る
立

(6
)
 

法
措
置
で
あ
る
が
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
に
は
更
に
、
労
働
者
安
全
保
護
お
よ
び
個
別
的
労
働
関
係
に
関
す
る
紛
争
処
理
に
関
す
る
法
制
度

の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
社
会
保
険
及
び
労
働
法
制
は
、
労
働
者
の
生
活
上
の
権
利
及
び
利
益
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た

が
、
特
に
労
働
者
社
会
保
険
法
は
そ
の
内
容
が
複
雑
で
専
門
家
で
な
け
れ
ば
理
解
す
る
の
が
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
法
律
の
内
容
を
労
働
者
に
仲
介
す
る
法
律
相
談
、
さ
ら
に
社
会
保
険
担
当
省
庁
・
部
署
へ
の
異
議
申
し
立
て
及
び
労
働
紛
争
関

係
で
の
代
理
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ
た
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
法
律
相
談
援
助
の
成
立
は
こ
れ
ら
の
需
要
に
対
処
す
る
た
め
の
も
の
で

次
に
、
法
律
相
談
援
助
の
提
供
者
側
の
事
情
か
ら
法
律
相
談
運
動
の
背
景
を
見
て
い
き
た
い
。

19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け

て
、
社
会
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
民
間
の
福
祉
団
体
が
現
れ
、
特
に

1
8
9
0
年
代
に
地
方
レ
ベ
ル
の
組
織
化
さ
れ
た
民
間
貧
困
扶
助

(8
)
 

の
活
動
が
開
始
さ
れ
始
め
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
「
公
益
研
究
所
」

(Institut
f
o
r
 G
e
m
e
i
n
w
o
h
l
)
、
ハ
ン
ブ

ル
ク
の
「
民
衆
の
家
」

(
V
o
l
k
s
h
e
1
m
)
、
ベ
ル
リ
ン
の
「
ド
イ
ツ
倫
理
文
化
協
会
」

(
D
e
u
t
s
c
h
e
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
 for e
t
h
i
s
c
h
e
 K
u
l
t
u
r
)

な

ど
で
、
こ
れ
ら
の
民
間
団
体
は
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
公
共
法
律
相
談
所
の
担
い
手
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
産
業
の
発
達

に
伴
う
（
特
に
都
市
部
に
お
け
る
）
人
口
増
に
よ
り
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
貧
困
福
祉
政
策
の
重
点
の
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

今
ま
で
の
単
な
る
救
貧
政
策
か
ら
下
層
市
民
の
生
活
条
件
の
向
上
を
目
的
と
し
た
予
防
措
置
的
な
活
動
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
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一
方
で
は
、
衛
生
・
保
健
制
度
の
確
立
、
他
方
で
は
職
業
仲
介
、
失
業
者
に
対
す
る
対
策
が
図
ら
れ
、
法
律
柑
談
も
そ
の
一
部
と
し

(9
)
 

て
地
方
行
政
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

政
治
政
党
と
そ
の
背
後
に
あ
る
宗
教
団
体
及
び
労
働
組
合
の
発
展
も
重
要
な
背
景
の
一
っ
と
し
て
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は

(10
)
 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
背
景
に
持
つ
ド
イ
ツ
中
央
党

(
D
e
u
t
s
c
h
e
Z
e
n
t
r
u
m
p
a
r
t
e
i
)

と
労
働
組
合
を
背
後
に
し
た
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党

(
S
o
z
1a
l
d
e
m
o
k
r
a
t
1
s
c
h
e
 P
a
r
t
e
i
 
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
s
)

の
一―

つ
の
十
八
先
小
砕
以
告
兄
が
挙
手
庄
り
ら
れ
る
。
ビ
ス
マ
ル
ク
期
の
文
化
闘
争

(
K
u
l
t
u
r
-

(11
)
 

k
a
m
p
f
)

お
よ
び
社
会
主
義
者
法

(
S
o
z
i
a
l
i
s
t
e
n
g
e
s
e
t
z
)

撤
廃
後
、
両
政
党
は
そ
れ
ぞ
れ
大
衆
お
よ
び
国
民
各
層
の
政
治
的
動
員
に
よ
り

(12
)
 

議
会
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
中
央
党
は
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ド
イ
ツ
国
民
協
会

(
V
o
l
k
s
v
e
r
e
i
n
f
o
r
 d
a
s
 katholi
s
c
h
e
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
)
お

よ
び
キ
リ
ス
ト
教
系
労
働
組
合
を
通
し
て
、
社
会
民
主
党
は
自
由
労
働
組
合

(
F
r
e
i
e
G
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
e
n
)

を
通
し
て
労
働
者
階
級
の
組

織
化
を
図
っ
た
が
、
両
党
の
帝
国
議
会
議
員
が
上
記
の
社
会
的
及
び
立
法
的
背
景
の
も
と
に
、
労
働
者
お
よ
び
低
所
得
者
へ
の
法
律
相
談

所
の
設
立
の
必
要
性
を
強
調
し
、
こ
れ
ら
が
法
律
相
談
所
設
立
の
端
緒
と
な
っ
た
。

上
記
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、

19
世
紀
末
に
労
働
者
、
社
会
的
・
経
済
的
な
弱
者
に
対
す
る
法
律
相
談
援
助
が
成
立
し
た
が
、
そ
の
成

立
史
を
検
討
す
る
前
に
、
こ
の
時
代
の
公
共
法
律
相
談
所
を
そ
の
設
立
者
の
面
か
ら
類
型
化
し
て
み
た
い

。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
に
お
け
る

(13
)
 

法
律
相
談
援
助
は
、
そ
れ
に
深
く
関
わ
っ
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ー
ン
の
分
類
を
参
考
に
以
下
の
よ
う
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

宗
教
系
団
体
に
よ
る
法
律
相
談
所
[
こ
こ
で
は
主
に
力
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
国
民
事
務
所

こ
。
t
 ー 法

律
相
談
所
の
分
類

Il

公
共
法
律
相
談
所
の
成
立
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工
で
あ
っ
た
）
。
彼
は

1
8
8
9
年
に
ボ
ッ
フ
ム

2
 

労
働
組
合
お
よ
び
労
働
者
組
織
に
よ
る
法
律
相
談
所
；
）
こ
で
は
主
に
自
由
労
働
組
合
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
労
働
者
事
務
所

女
性
運
動
団
体
に
よ
る
法
律
相
談
所
．
主
に
各
地
の
女
性
協
会
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
所

カ
ト
リ
ッ
ク
国
民
事
務
所

(
K
a
t
h
o
l
1
s
c
h
e
V
o
l
k
s
b
u
r
o
s
)
 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
央
党
お
よ
び
社
会
民
主
党
の
帝
国
議
会
議
員
は
、
社
会
的
・
立
法
的
背
景
に
よ
る
法
需
要
の
増
大
に
対
処
す

る
た
め
に
労
働
者
及
び
経
済
的
弱
者
の
た
め
の
法
律
相
談
援
助
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
を
最
初
に
具
体
的
に
提
唱
し
た
の

は
、
初
の
労
働
者
出
身
の
帝
国
議
会
議
員
で
あ
る
中
央
党
の
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
ッ
ツ
ェ
ル

(
G
e
r
h
a
r
d
Stotzel
)
で
あ
る
（
彼
は
旋
盤

(
B
o
c
h
u
m
)
 

会
委
員
会
で
、
労
働
者
あ
る
い
は
小
規
模
事
業
者
、
手
工
業
者
、
自
営
業
者
、
下
級
官
吏
な
ど
に
法
律
相
談
を
提
供
し
、
書
類
の
作
成
を

手
伝
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
社
会
保
険
不
認
定
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
手
続
き
に
参
加
す
る
た
め
の
旅
費
の
補
助
を
行
う
部
局
を
各
地

(14
)
 

の
工
業
地
域
に
設
立
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
彼
の
提
案
は
社
会
委
員
会
で
採
択
さ
れ
、
翌
年
に
実
行
に
移
さ
れ
た
。

1
8
9
0
年
、
カ

ト
リ
ッ
ク
系
諸
協
会
に
よ
り
最
初
の
国
民
事
務
所

(
V
o
l
k
s
b
u
r
o
)
が
エ
ッ
セ
ン
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
エ
ッ
セ
ン
の
国
民
事
務
所
が
ド

(15
)
 

イ
ツ
で
最
初
の
労
働
者
お
よ
び
無
資
力
者
の
た
め
の
公
共
法
律
相
談
所
で
あ
る
。
国
民
事
務
所
は
、
そ
の
後
、
各
地
に
設
立
さ
れ
、

1
9

(16
)
 

1
9
1
3
年
に
は

1
3
4
に
達
し
て
い
る
。

0
0
年
ま
で
に
27
の
こ
の
種
の
公
共
法
律
相
談
所
が
設
立
さ
れ
、

5

市
町
村
に
よ
る
法
律
相
談
所

4
 
3

民
間
公
益
慈
善
団
体
に
よ
る
法
律
相
談
所

2
 

で
開
催
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
集
会

(
K
a
t
h
o
l
i
k
e
n
 v
e
r
s
a
m
m
l
u
n
g
)
 
の
社
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意
味
だ
け
で
な
く

は
訴
訟
に
あ
た
っ
て
の
弁
護
士
の
紹
介
や
費
用
負
担
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
者
社
会
保
険
法
制
や
労
働
者
安
全
保
護

法
制
の
制
定
に
よ
り
、
労
働
者
に
対
す
る
新
た
な
法
的
援
助
へ
の
需
要
が
生
ま
れ
、
従
来
の
活
動
で
は
こ
れ
ら
の
需
要
を
十
分
に
満
た
す

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
情
況
下
で
労
働
者
に
対
す
る
新
た
な
法
律
相
談
制
度
を
確
立
す
る
必
要
性
を
説
い
た

の
は
、
機
械
工
出
身
で
当
時
の
社
会
民
主
党
帝
国
議
会
議
員
カ
ー
ル
・
グ
リ
レ
ン
ベ
ア
ガ
ー

ル
ク
の
社
会
民
主
党
系
の
日
刊
紙

(F
r
a
n
k
i
s
c
h
e
T
a
g
e
s
p
o
s
t
)

に
1
8
9
1
年

9
月
に
投
稿
し
た
「
労
働
組
合
の
新
た
な
役
割

(
E
i
n
e

(17
)
 

n
e
u
e
 A
u
f
g
a
b
e
 d
e
r
 G
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
e
n
)
」
と
題
す
る
論
説
で
あ
っ
た
。
こ
の
呼
び
か
け
に
い
ち
早
く
反
応
し
た
の
が
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル

ク
の
労
働
組
合
で
あ
っ
た
。

1
8
9
4
年

4
月
に
は
労
働
者
集
会
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
労
働
者
事
務
所
の
設
立
、
役
割
、
運
営
資
金
な
ど

(18
)
 

が
具
体
的
に
話
し
合
わ
れ
た
。
こ
の
集
会
に
基
づ
き
、

(19
)
 

そ
の
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

運
営
資
金
を
基
に
、
労
働
者
相
談
員

(
A
r
b
e
1
t
e
r
s
e
k
r
e
t
a
r
)
を
職
員
と
し
て
雇
用
し
、
運
営
し
、
費
用
負
担
者
以
外
に
も
法
律
相
談
を
提

供
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
監
査
委
員
会
も
自
由
労
働
組
合
だ
け
で
な
く
、

野
の
代
表
を
選
出
す
る
よ
う
に
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
労
働
者
事
務
所
は
、
労
働
者
の
た
め
の
相
談
所
と
い
う

労
働
事
務
所
が
設
立
さ
れ
、

3
 
自
由
労
働
組
合
系
労
慟
者
事
務
所

(Arbe1tersekretariate
d
e
r
 fre1en G
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
e
n
)
 

労
働
組
合
は
従
前
よ
り
結
社
法

(
V
e
r
e
i
n
s
g
e
s
e
t
z
e
)

に
よ
る
抑
圧
や
労
働
関
係
事
件
に
関
す
る
法
的
援
助
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
れ

ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
労
働
者
事
務
所
が
設
立
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
の
労
働
者
に
よ
る
相
談
所
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

10
年
後
の

1
9
0
4
年
に
は

50
、

1
8
9
4
年

11
月

1
日
よ
り

ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
の
労
働
者
事
務
所
の
特
徴
は
、
市
町
村
の
援
助
を
受
け
ず
に
、
労
働
組
合
で
な
く
労
働
者
個
々
人
が
直
接
支
払
う

よ
り
広
い
労
働
者
層
か
ら
可
能
な
限
り
広
い
産
業
分

ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
を
モ
デ
ル
に
各
地
に

(20
)
 

1
9
1
3
年
に
は

1
2
9
の
労
働
者
事
務
所
が
存
在
し
た
。

(
K
a
r
l
 G
r
i
l
l
e
n
b
e
r
g
e
r
)

が
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
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4
 
体
と
の
関
係
の
下
に
設
立
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
た
。

こ
と
が
で
き
る
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
公
益
研
究
所

(I
n
,

労
働
者
事
務
所
の
設
立
に
は
政
治
政
党
お
よ
び
労
働
組
合
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
な
役
割
分
担
を
見
る

つ
ま
り
、
労
働
者
層
の
政
治
的
利
益
の
代
弁
者
と
し
て
の
社
会
民
主
党
、
経
済
的
利
益
と
労
働
闘
争
の
代
表
者
と
し
て

の
労
働
組
合
、
そ
し
て
労
働
者
個
人
の
法
的
権
利
の
保
護
の
た
め
の
国
及
び
市
町
村
の
役
割
の
代
替
者
と
し
て
の
労
働
者
事
務
所
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
と
そ
の
中
で
の
公
共
法
律
相
談
所
の
位
置
づ
け
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
国
民
事
務
所
に
も
当
て
は
ま
る
。

つ
ま
り
、
政
治
的
代
表
と
し
て
の
中
央
党
、
階
級
縦
断
的
な
組
織
と
し
て
の
国
民
協
会
及
び
キ
リ
ス
ト
教
系
労
働
組
合
、
そ
し
て
国
民
事

務
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
民
事
務
所
、
労
働
者
事
務
所
は
と
も
に
、
労
働
者
社
会
保
険
立
法
に
よ
る
法
律
相
談
お
よ
び
不
服
手
続

き
の
援
助
及
び
代
理
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
を
第

一
義
的
な
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
両
法
律
相
談
所
と
も
政
治
政
党
及
び
宗
教
団

民
間
公
益
団
体
に
よ
る
法
律
相
談
所

(R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
n
f
t
s
s
t
e
=
e
n
d
e
r
 g
e
m
e
1
n
n
u
t
z
1g
e
n
 V
e
r
e
1
n
e
)
 

労
働
者
あ
る
い
は
無
資
力
者
に
対
す
る
公
共
法
律
相
談
は
、
ま
ず
カ
ト
リ

ッ
ク
系
の
国
民
事
務
所
お
よ
び
自
由
労
働
組
合
系
の
労
働
者

事
務
所
に
よ
り
担
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
法
律
相
談
所
は
、
上
記
の
よ
う
に
政
治
政
党
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
お
よ
び
労
働
組
合
と
の
結
び
つ

き
が
あ
り
、
幅
広
い
労
働
者
層
の
組
織
化
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
政
府
及
び
市
町
村
そ
し
て
公
益
社
会
福
祉
団
体
か

ら
は
そ
の
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
性
格
が
苦
戒
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
国
民
事
務
所
及
び
労
働
者
事
務
所
に
少
し
遅
れ
て

1
9
0

0
年
前
後
に
、
民
間
の
公
益
福
祉
団
体
及
び
市
町
村
も
公
共
法
律
相
談
所
の
設
立
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
以
下
で
は
ま
ず
民
間
の
公

益
団
体

(
g
e
m
e
i
n
n
u
t
z
ig
e
V
e
r
e
in
e)

に
よ
る
経
済
的
弱
者
に
対
す
る
公
共
法
律
相
談
所
の
設
立
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

民
間
の
公
益
団
体
の
う
ち
法
律
相
談
援
助
の
分
野
で
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、

st1tut for G
e
m
e
in
w
o
h
l)
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
民
衆
の
家

(
V
o
lk
s
h
e
1
m
)

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
公
益
福
祉
団
体
は
資
産
家
お
よ
び
知
識
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層
に
よ
っ
て
設
立
、
運
営
さ
れ
て
き
た
。

kunftsstelle)
ぶ
“
八
ム
妊
血
証
5

究
翫
り
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
そ
の
事
業
は

1
9
0
3
年
に
設
立
さ
れ
た
社
会
博
物
館

(Soziales
M
u
s
e
u
m
)
に
引

(22
)
 

き
継
が
れ
た
。
こ
の
公
益
法
律
相
談
所
で
は
、
す
べ
て
の
社
会
的
・
経
済
的
弱
者
に
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
宗
教
、
支
持
政
党
そ
し
て
居

住
地
等
の
区
別
な
く
法
律
相
談
を
無
料
で
提
供
し
、
更
に
は
使
用
者
に
対
し
て
も
労
働
法
や
労
働
条
件
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
法
的

助
言
を
提
供
し
て
い
た
。
具
体
的
な
法
律
相
談
だ
け
で
な
く
、
法
知
識
の
普
及
さ
ら
に
は
新
し
い
法
律
や
判
例
の
情
報
提
供
も
重
要
な
役

割
の
―
つ
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は

1
8
9
5
年
に
公
益
法
律
相
談
所

(
g
e
m
e
m
n
u
t
z
1
g
e
R
e
c
h
t
s
a
u
s
,
 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
公
益
法
律
相
談
所
は
、
組
織

・
運
営
上
の
平
等
代
表

・
参
加

(Paritat)

お
よ
び
不
偏
不
党

(
U
n
p
a
r
tei
li
chke1t)

の
原
則
を
強
調
し
、
そ
の
点
で
上
記
の
国
民
事
務
所
お
よ
び
労
働
者
事
務
所
の
法
律
援
助
活
動
と
の
違
い
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
組
織
・
運
営
に
市
行
政
、
労
働
者
、
使
用
者
な
ど
の
代
表
を
関
わ
ら
せ
、
特
定
の
政
党
や
宗
教
と
は
結
び
つ

も
う

―
つ
の
公
益
福
祉
団
体
に
よ
る
公
共
法
律
相
談
援
助
の
例
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
民
衆
の
家
協
会

(V
e
r
e
m
 V
 olk
s
h
e
1
m
)

に
よ
る
法

律
相
談
で
あ
る
。
民
衆
の
家
は
、
東
ロ
ン
ド
ン
の
ト
イ
ン
ビ

ー
・
ホ
ー
ル
を
モ
デ
ル
に
資
産
家
お
よ
び
知
識
層
に
よ
っ
て

1
9
0
1
年
に

ハ
ン
ブ
ル
ク
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
の
目
的
は
「
富
者
と
貧
者
の
関
係
と
相
互
信
頼
を
築
き
、
そ
れ
を
通
し
て
知
識
層
お
よ
び
富
裕
層
に

(23
)
 

労
働
者
の
生
活
と
そ
の
困
窮
を
自
ら
の
目
で
知
る
機
会
を
与
え
、
相
互
の
関
係
の
改
善
に
資
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
無
料
法
律
相

談
も
設
立
当
初
か
ら
の
主
要
事
業
で
、
職
業
、
社
会
層
を
問
わ
ず
、
幅
広
い
市
民
が
利
用
し
て
き
た
。
民
衆
の
家
の
法
律
相
談
所
で
特
徴

(24
)
 

的
な
の
は
、
裁
判
官
、
弁
護
士
な
ど
の
法
曹
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
協
会
の
設
立

目
的
に
も
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
職
員
と
し
て
雇
わ
れ
た
法
曹
有
資
格
者
が
法
律
相
談
を
担
当
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
公
益
法

律
相
談
所
と
の
違
い
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
訪
問
者
が
法
曹
資
格
を
有
す
る
法
律
家
の
み
に
よ
る
法
律
相
談
援
助
を
受
け
ら
れ

る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
て
、
そ
れ
は
非
法
曹
資
格
者
が
法
律
相
談
援
助
に
あ
た
っ
て
い
た
他
の
多
く
の
法
律
相
談
所
と
の
違
い
で

か
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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違
い
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
そ
の
不
偏
不
党
性
が
更
に
進
ん
で
、
社
会
的

・
経
済
的
弱
者
が
法
的
問
題
に
直
面
し
た
と
き
に
、
そ
の
相
手

方
に
対
し
て
法
的
闘
争
を
挑
む
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
相
談
依
頼
者
が
法
的
紛
争
に
至
る
の
を
未
然
に
防
ぎ
、
裁
判
外
で
紛
争
を
解
決
す

る
こ
と
に
注
力
し
て
い
た
点
も
重
要
な
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
扱
う
こ
と
と
す
る
。

5
．
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
所

(
R
e
c
h
t
s
s
c
h
u
t
z
s
t
e
=
e
n
fur 
F
r
a
u
e
n
)
 

女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
所
は
や
は
り
民
間
団
体
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
女
性
解
放
運
動
、
特
に
女
性
協
会

(
F
r
a
u
e
n
v
e
r
e
i
n
e
)

と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
設
立
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
1
8
9
3
年
末
に
ド
レ
ス
デ
ン
で
行
わ
れ
た

(25
)
 

エ
ミ
リ
エ
・
ケ
ン
ピ
ン

(
E
m
1
h
e
K
e
m
p
m
)

の
「
法
と
女
性

(R
e
c
h
t
u
n
d
 F
r
a
u
e
n
)
」
と
題
す
る
一
連
の
講
演
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
翌

1
8
9
4
年

1
月
に
女
性
権
利
保
護
協
会

(
R
e
c
h
t
s
s
c
h
u
t
z
v
e
r
e
in
fur F
r
a
u
e
n
)
が
ド
レ
ス
デ
ン
で
設
立
さ
れ
、
こ
れ

を
モ
デ
ル
と
し
て
、
そ
の
後
、
同
様
の
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
所
が
ド
イ
ツ
各
地
に
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

ス
デ
ン
の
女
性
権
利
保
護
協
会
創
立

10
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
女
性
権
利
保
護
会
議
の
場
で
、
女
性
権
利
保
護
連
盟

(
R
e
,

c
h
t
s
s
c
h
u
t
z
v
e
r
b
a
n
d
 f
o
r
 F
r
a
u
e
n
)
が
廷
g
曲
で
さ
れ
、
そ
の
定
期
総
会
は
法
律
相
談
所
同
士
の
交
流
、
情
報
交
換
、
活
動
の
改
善
そ
し
て
相

原
則
と
し
て

ハ
ン
ブ
ル
ク
公
共
法
律
相
談
・
和
解
斡
旋
所

（O
序
en,

あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
両
法
律
相
談
所
は
同
時
期
の
法
律
相
談
援
助
運
動
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
社
会
博
物
館
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
民
衆
の
家
協
会
の
公
共
法
律
相
談
所
の
共
通
点
は
、
市
の
福
祉
行
政
と
の
結
び
つ

き
で
あ
る
。
両
者
は
貧
困
者
扶
助
、
職
業
斡
旋
な
ど
の
福
祉
行
政
を
補
う
形
で
法
律
相
談
援
助
の
事
業
を
展
開
し
て
き
た
が
、
両
者
と
も

後
に
法
律
相
談
援
助
は
市
の
福
祉
行
政
に
移
行
さ
れ
、
特
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、

tliche R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
n
f
t
s
,
u
n
d
 V
e
r
gle
1chs
ste
ll
e
 H
a
m
b
u
r
g
:
 O
R
A
)
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
法
律
相
談
援
助
の
基
本

（
政
治
政
党
及
び
宗
教
か
ら
の
）
不
偏
不
党
性
を
掲
げ
て
い
る
点
で
、
国
民
事
務
所
お
よ
び
労
働
者
事
務
所
に
対
し
て
そ
の

1
9
0
4
年
に
は
、
ド
レ
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6
 女

性
の
た
め
の
法
律
相
談
所
で
、
特
筆
す
べ
き
重
要
な
原
則
は
、
「
女
性
に
よ
る
女
性
に
対
す
る
」
法
律
相
談
あ
る
い
は
権
利
擁
護
で

(27
)
 

あ
る
。
弁
護
士
、
そ
の
他
の
法
曹
有
資
格
者
に
よ
る
援
助
は
あ
っ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
当
時
法
的
に
法
曹
へ
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い

た
女
性
が
相
談
援
助
活
動
に
あ
た
っ
て
い
た
。
女
性
法
律
相
談
所
は
そ
の
活
動
を
通
し
て
、

主
に
二
つ
の
役
割
を
担

っ
て
い
た
。

は
、
女
性
の
権
利
保
護
で
、
も
う

―
つ
は
女
性
の
法
的
知
識
の
向
上
で
あ
っ
た
。
女
性
に
対
す
る
法
律
相
談
の
活
動
を
通
し
て
、
女
性
が

い
か
に
法
的
知
識
の
欠
如
か
ら
困
難
な
問
題
に
陥
っ
て
い
る
か
を
体
験
的
に
実
感
し
た
女
性
法
律
相
談
所
は
、
女
性
の
法
知
識
向
上
の
た

め
の
活
動
に
力
を
入
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
ド
レ
ス
デ
ン
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
ハ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の
大
規
模
な
女
性
法
律
相
談
所
は
、

(28
)
 

女
性
の
た
め
の
法
律
に
関
す
る
講
演
会
や
授
業
を
開
催
し
て
い
っ
た
。
法
律
相
談
活
動
に
お
い
て
は
、

具
体
的
事
件
に
お
い
て
単
に
法
的

助
言
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
積
極
的
に
両
当
事
者
の
斡
旋

・
仲
介
を
行
い
、
和
解
に
よ
る
解
決
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
法

的
紛
争
に
よ
る
時
間
的
、
経
済
的
損
失
を
避
け
る
こ
と
と
、
両
当
事
者
の
私
的
な
関
係
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
認
識
に
よ
る
(29
)
 

も
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
女
性
法
律
相
談
所
の
仲
介
及
び
和
解
の
斡
旋
は
多
く
の
場
合
、
成
功
裏
に
終
わ

っ
て
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
所
は
急
速
に
発
展
し
、

(30
)
 

れ
た
。市

町
村
に
よ
る
公
共
法
律
相
談
所

(K
o
m
m
u
n
a
l
e
R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
n
f
t
s
s
t
e
=
e
n
)
 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

1
9
0
4
年
に
は

40
の
そ
し
て

1
9
1
3
年
ま
で
に

1
0
7
の
相
談
所
が
設
立
さ

19
世
紀
の
最
後
の

10
年
以
降
、
市
町
村
の
貧
困
政
策
に
質
的
な
変
化
が
見
ら
れ
た
が
、
市
町
村
に
よ
る
法
律
相

談
援
助
も
そ
の
流
れ
の
中
で
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
法
律
相
談
援
助
は
社
会
政
策
の
補
完
と
し
て
、
職
業
斡
旋
、
住

宅
斡
旋
活
動
に
並
ぶ
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
町
村
の
法
律
相
談
所
も
そ
の
住
民
に
対
し
て
、
彼
ら
の
政
治
的

(26
)
 

談
所
の
新
設
な
ど
を
議
論
す
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
な

っ
た
。

―
っ



91 ドイツ帝政期の法律相談援助 (543) 

あ
る
い
は
宗
教
的
な
所
属
に
関
係
な
く
、
中
立
的
な
法
律
相
談
を
無
料
で
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
法
律
相

(31
)
 

談
援
助
が
、
貧
困
者
に
対
す
る
自
治
体
の
施
策
の
負
担
減
に
寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。
最
初
の
市
町
村
法
律
相
談
所
は

1
8

(Hamm)
に
、
ま
た
同
年
に
チ
ュ

ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
近
郊
の
小
都
市
ル

ー
ラ

(
R
u
hla)

に
設
立
さ
れ
た
。
市
町
村
法
律
相
談
所
は

1
9
0
4
年
時
点
で
は

8
箇
所
に
し
か
設
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
そ
の
後
各
地

に
設
置
さ
れ
、

1
9
1
3
年
に
は

1
4
4
市
町
村
が
法
律
相
談
所
を
有
す
る
ま
で
に
な

っ
た
。

皿

法

律

相

談

援

助

運

動

1
9
0
4
年
プ
ロ
イ
セ
ン
内
務
大
臣
お
よ
び
商
工
務
大
臣
合
同
通
達

ト
リ
ッ
ク
系
国
民
事
務
所
が
、

市
を
中
心
に
17
の
自
治
体
で
両
者
が
競
合
し
て
い
た
。
こ
の
競
合
に
は
、

前
章
で
は
労
働
者
お
よ
び
社
会
的
・
経
済
的
弱
者
に
対
す
る
公
共
法
律
相
談
所
の
設
立
を
法
律
相
談
援
助
の
担
い
手
に
よ
る
類
型
別
に

見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
最
初
の
公
共
法
律
相
談
所
設
立
か
ら

10
年
余
り
後
の

1
9
0
4
年
の
公
共
法
律
相
談
所
の
設
立
状
況
を
見
て
み

(32
)
 

よ
う
。
1
9
0
4
年
の
段
階
で
、
い
ず
れ
か
の
公
共
法
律
相
談
所
が
設
置
さ
れ
て
た
市
町
村
は

1
0
9
に
上
る
。
そ
の
内
56
市
町
村
に
カ

50
市
町
村
に
自
由
労
働
組
合
系
の
労
働
者
事
務
所
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
大
都
市
あ
る
い
は
産
業
都

カ
ト
リ

ッ
ク
系
労
働
組
合
と
自
由
労
働
組
合
の
労
働
者
の
組
織

化
を
め
ぐ
る
競
争
が
背
景
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

2
系
統
の
法
律
相
談
所
に
対
し
て
、
市
町
村
に
よ
る
法
律
相
談
所
は

8
箇
所

に
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
デ

ッ
サ
ウ

(
D
e
s
s
a
u
)
を
除
く

7
市
町
村
で
は
、
そ
の
他
の
系
統
の
法
律
相
談
所
は
存
在
し

(33
)
 

て
い
な
か

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
大
都
市
に
は
市
町
村
の
福
祉
行
政
を
補
完
す
る
民
間
公
益
団
体
に
よ
る
法
律
相
談
所
が
存
在
し
て
い
た

か
ら
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
国
民
事
務
所
あ
る
い
は
労
働
者
事
務
所
が
設
立
さ
れ
て
い
た
状
況
で
、
そ
れ
に
付
け
加
え
て
、
法
律

9
4
年
に
ル
ー
ル
地
方
に
位
置
す
る
ハ
ム
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相
談
所
を
自
ら
設
立
す
る
必
要
性
が
薄
い
と
い
う
自
治
体
の
姿
勢
も
影
響
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
こ
の

1
9
0
4

年
に
、
先
行
す
る
国
民
事
務
所
そ
し
て
労
働
者
事
務
所
に
対
抗
す
る
新
し
い
法
律
相
談
援
助
の
設
立
運
動
が
始
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

(34
)

（

35
)
 

プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
は
、
労
働
者
保
険
立
法
お
よ
び
労
働
立
法
に
伴
う
労
働
者
や
低
所
得
者
層
の
法
需
要
の
増
大
を
認
識
し
て
い
た
が
、

そ
う
い
っ
た
法
需
要
に
主
に
対
応
し
て
い
た
組
織
は
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
政
治
政
党
で
あ
る
社
会
民
主
党
あ
る
い
は
カ
ト
リ
ッ
ク
中

央
党
と
深
い
関
係
に
あ
る
労
働
者
事
務
所
あ
る
い
は
国
民
事
務
所
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
に
と
っ
て
こ
の
状
況
は
問
題
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
労
働
者
あ
る
い
は
低
所
得
者
層
は
、
多
く
の
場
合
、
弁
護
士
に
で
は
な
く
、
法
曹
資
格
を
有
せ
ず
に
他
者
へ
の
法
律
業
務

提
供
を
通
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
者
達
に
相
談
を
し
て
い
た
。
彼
ら
は

R
e
c
h
t
s
k
o
n
s
ul
e
n
t
(
以
下
、
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
と
呼
ば

れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
法
的
知
識
を
有
せ
ず
に
低
所
得
者
層
あ
る
い
は
労
働
者
層
に
対
し
て
相
談
料
を
吹
っ
掛
け
る
よ
う
に
し
て
利
益

を
得
る
と
い
う
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の

「
三
百
代
言
人
」

（ド
イ
ツ
で
は
当
時
、

W
in
k
e
la
d
v
o
k
a
t
u
r
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
に
相
当
す
る

者
達
も
多
く
存
在
し
て
い
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
有
害
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
内
務
大
臣
と
商
工
務
大
臣
が
共
同
で
プ
ロ
イ
セ
ン
地
方
行
政
区
長

(
R
e
g1e
r
u
n
g
s
p
r
a
s
1d
e
n
t
e
n
)

へ
「
低
所
得
国
民
層

の
た
め
の
法
律
相
談
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
通
達
を
発
し
た
。
そ
の
中
で
、
少
な
く
と
も
人
口

10
万
人
以
上
の
都
市
に
、
宗
教
、
団
体
及

び
政
党
の
所
属
に
関
係
な
く
法
律
相
談
を
提
供
す
る
相
談
所
を
設
立
し
、
そ
の
監
査
は
労
働
者
お
よ
び
使
用
者
の
平
等
参
加
に
よ
る
完
全

(36
)
 

な
中
立
性
を
保
て
る
よ
う
に
す
べ
き
と
し
た
。
こ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
共
同
通
達
に
倣
い
、
バ
イ
エ
ル
ン

(
B
a
y
e
r
n
)
、
バ
ー
デ
ン

(B
a
,

(37
)
 

d
e
n
)

等
の
他
の
連
邦
構
成
国
家
も
同
様
な
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
実
際
こ
の
通
達
の
効
果
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
ま
ず
翌
年
に

16
都
市
で

市
町
村
の
公
共
法
律
相
談
所
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
も
既
存
の
労
働
事
務
所
や
国
民
事
務
所
の
有
無
に
関
係
な
く
多
く
の
市
町
村
で
の
設

(38
)
 

立
が
続
き
、
そ
の
数
は

1
9
0
6
年
に

45
、
そ
し
て

1
9
1
3
年
に
は

1
4
4
に
達
し
た
。
同
年
に
は
民
間
公
益
団
体
の
公
共
法
律
相
談

所
が

36
あ
っ
た
の
で
、

1
9
0
4
 

い
わ
ゆ
る
公
益
・
不
偏
不
党
を
掲
げ
る
公
共
法
律
相
談
所
（
以
下
、
総
称
し
て
公
益
法
律
相
談
所

(
g
e
m
e
in
n
u
t,
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ド
イ
ツ
公
益
・
不
偏
不
党
法
律
相
談
所
連
合

1
9
0
4
年
の
共
同
通
達
後
に
、
組
織
面
か
ら
さ
ら
に
大
き
な
動
き
が
あ

っ
た
。

b
u
r
g
)
 

帝
国
お
よ
び
連
邦
構
成
国
の
援
助
も
受
け
、

で
公
益
法
律
相
談
所
の
代
表
が
集
い
、
ド
イ
ツ
公
益

・
不
偏
不
党
法
律
相
談
所
連
合

(
V
e
r
b
a
n
d
d
e
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 g
e
m
e
m
n
u
t
,
 

(39
)
 

z
ig
e
n
 u
n
d
 u
n
p
a
r
te
iis
c
h
e
n
 R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
nftsstellen
)
 ~
吐
和
曲5
L
ャ
]
(N
乞卜
＇

、
〈
ム
芸
血
辻
i律
士
和
孟
認
翫
い
浦

Uム
ロ）。

八
ム1血
辻i律
圧
組m琴
砧
翫
い
海
9ム
ロ
げ5

(40
)
 

1
9
1
3
年
に
は

4
1
0
の
会
員
数
を
数
え
る
ま
で
に
拡
大
し
た
。

公
益
法
律
相
談
所
連
合
は
、
相
談
所
間
の
情
報
交
換
あ
る
い
は
相
談
所
へ
の
情
報
提
供
及
び
援
助
、
法
律
相
談
援
助
政
策
等
の
役
割
の

ほ
か
、
公
益
法
律
相
談
所
の
活
動
を
上
部
団
体
と
し
て
全
国
的
な
規
模
で
補
う
役
割
を
担

っ
て

い
た
。
後
者
の
活
動
と
し
て
ま
ず
第
一
に

挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ベ
ル

リ
ン
所
在
の
帝
国
保
険
庁

(R
e
i
c
h
s
v
e
r
s
1
c
h
e
r
u
n
g
s
a
m
t)
に
お
け
る
、
社
会
保
険
認
定
に
関
す
る
異
議
申
し
立

て
手
続
き
に
お
け
る
代
理
活
動
の
常
設
で
あ
る
。
帝
国
保
険
庁
は

1
8
8
4
年
の
労
働
災
害
保
険
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
社
会
保
険

に
関
す
る
行
政
お
よ
び
最
終
審
裁
判
権
限
を
有
し
た
官
庁
で
あ
っ
た
。
被
保
険
者
は
保
険
者
に
よ
る
保
険
不
認
定
の
決
定
に
対
し
て
不
服

が
あ
る
場
合
、
各
地
の
仲
裁
裁
判
所

(S
c
h
i
e
d
s
g
e
r
i
c
h
t
)
に
異
議
申
立
て
あ
る
い
は
提
訴
が
で
き
、
そ
の
決
定
に
対
し
て
さ
ら
に
帝
国
保

険
庁
に
上
訴
あ
る
い
は
抗
告
が
で
き
た
。
し
か
し
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
手
続
き
は
各
地
の
被
保
険
者
に
と
っ
て
も
法
律
相
談
所
に
と
っ
て

(41
)
 

も
、
物
理
的

・
経
済
的
な
負
担
が
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
カ
ト
リ

ッ
ク
系
労
働
者
諸
協
会
は

1
9
0
2
年
に
帝
国
労

働
者
事
務
所

(R
e1c
h
s
a
r
b
e
it
e
r
s
e
k
r
e
t
a
ri
at)

を
、
自
由
労
働
組
合
も

1
9
0
3
年
に
中
央
労
働
者
事
務
所

(
C
e
n
tr
a
l,
A
r
b
e
1
t
e
r
s
e
k,

re
tariat)
を
設
立
し
て
、
帝
国
保
険
庁
で
の
代
理
の
業
務
を
担
わ
せ
て
い
た
が
、
公
益
法
律
相
談
所
連
合
も
連
邦
構
成
国
家
の
側
か
ら
の

2
 
務
所
に
並
ぶ
公
共
法
律
相
談
所
の
一
大
潮
流
に
発
展
し
た
。

z
ig
e
 R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
n
f
tsste
ll
e
n
)
と
す
ノ
る
）

は
ド
イ

ツ
帝
国
内
に

1
8
0
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、

労
働
者
事
務
所
そ
し
て
国
民
事

1
9
0
6
年

1
月
に
マ

ー
ク
デ
ブ
ル
ク

(M
a
g
d
e
-
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公
益
法
律
柑
談
所
の
も
う
―
つ
の
補
完
活
動
は
、
詐
欺
的
事
業
者

(
S
c
h
w

m
d
e
lfi
r
m
a
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
対
策
で
あ
っ
た
。
各
地
の

公
益
法
律
相
談
所
は
、
そ
の
相
談
活
動
か
ら
こ
れ
ら
の
詐
欺
的
商
法
の
問
題
、
特
に
低
所
得
者
層
お
よ
び
労
働
者
層
が
そ
の
被
害
に
あ
っ

て
い
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
い
た
。
公
益
法
律
相
談
所
連
合
総
会
で
も
こ
の
問
題
と
対
策
が
話
し
合
わ
れ
、
詐
欺
的
事
業
者
に
関
す
る

情
報
及
び
資
料
の
交
換
、
商
工
会
議
所
等
と
の
協
力
、
捜
査
機
関
へ
の
通
報
な
ど
の
対
策
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
1
9
1
1
年
に

公
益
法
律
相
談
所
連
合
の
一
組
織
と
し
て
、
詐
欺
的
事
業
者
撲
滅
セ
ン
タ

ー

(N
e
n
t
r
a
lst
e
ll
e
 zur B
e
k
a
m
p
fu
n
g
 d
e
r
 S
c
h
w
m
,
 

(43
)
 

d
e
l
f
i
r
m
e
n
)

が
設
立
さ
れ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
等
の
支
援
に
よ
り
、
詐
欺
的
商
法
へ
の
対
策
及
び
被
害
救
済
の
活
動
を
行
っ
た
。
公
益
法

律
相
談
所
は
こ
れ
に
よ
り
消
費
者
保
護
的
活
動
も
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

法
領
域
及
び
活
動
領
域

第

2
節
で
は
、
法
律
相
談
援
助
運
動
の
発
展
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
以
下
で
は
、
公
益
法
律
相
談
所
を
中
心
に
当
時
の
法
律
相
談

先
ず
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
の
公
共
法
律
相
談
所
で
の
法
律
相
談
の
法
領
域
と
そ
の
活
動
領
域
を
見
て
い
き
た
い
。
そ
の
前
に
、
公
共

法
律
相
談
所
の
各
グ
ル

ー
プ
の
法
律
相
談
援
助
の
規
模
の
違
い
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
最
大
の
規
模
を
誇
っ
て
い
た
の
は
労
働
者
事
務

所
で
、
1
9
1
2
年
に
お
け
る
全
公
共
法
律
相
談
所
で
提
供
さ
れ
た
法
律
相
談
の
う
ち
40
％
占
め
て
い
た
。
次
に
規
模
が
大
き
か
っ
た
の

が
、
公
益
法
律
相
談
所
で
そ
の
割
合
は

30
.
7
％
で
あ

っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
国
民
事
務
所
が

12
％
で
こ
れ
に
続
き
、
女
性
の
た
め
の
法
律

(44
)
 

相
談
所
は

2
.
3
％
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
自
由
労
働
組
合
系
の
労
働
者
事
務
所
が
法
律
相
談
援
助
の
分
野
で
圧
倒
的
な
規
模

を
誇
っ
て
お
り
、
公
益
法
律
相
談
所
が
そ
れ
に
対
抗
し
う
る
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

所
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

3
 

(42
)
 

助
成
を
受
け
、
こ
の
動
き
に
続
く
こ
と
と
な

っ
た
。
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こ
。
t
 公

共
法
律
相
談
所
の
設
立
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
労
働
者
社
会
保
険
お
よ
び
労
働
立
法
に
よ
る
法
需
要
の
増
大
に
答
え
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
1
9
1
2
年
で
の
全
公
法
律
相
談
所
に
よ
る
労
働
者
保
険
や
労
働
法
に
関
す
る
法
律
相
談
の
割
合
は

4
0
.
5
％
で
あ
っ
た
の
で
、

設
立
期
で
は
、

公
共
法
律
相
談
所
が
そ
の
需
要
に
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
労
働
者
事
務
所

(
4
4
.
3
%
）
お
よ
び
国
民
事
務
所

(48.

1
%
)
が
同
様
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
益
法
律
相
談
所
は
少
し
異
な
っ
た
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
19
世
紀
末
か
ら

20
世
紀
初
頭
の
公
益
法
律
相
談
所

（以
下
、
民
間
公
益
団
体
に
よ
る
相
談
所
お
よ
び
市
町
村
の
法
律
相
談
所
の
総
称
）

や
は
り
労
働
者
保
険
や
労
働
法
関
連
の
法
律
相
談
が
法
律
相
談
援
助
の
主
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
特
に

1

9
0
4
年
の
上
記
合
同
通
達
以
降
、
賃
貸
借
、
そ
れ
以
外
の
債
権
法
、
物
権
法
そ
し
て
親
族
・
相
続
法
な
ど
の
一
般
民
事
法
分
野
で
の
法

律
相
談
の
割
合
が
増
大
し
て
ぎ
、

1
9
1
2
年
に
は

46
％
を
占
め
る
に
至
る
。
逆
に
同
年
の
労
働
者
保
険
、
労
働
法
関
連
の
法
律
相
談
の

(45
)
 

割
合
は

2
6
.
6
％
で
あ
っ
た
。
労
働
者
事
務
所
も

一
般
民
事
法
系
の
法
律
相
談
の
割
合
自
体
は
大
き
な
変
化
を
示
し
て
い
な
い
が
、
法
律

相
談
数
自
体
が
年
々
大
き
く
増
加
し
て
い
る
中
、
そ
れ
に
伴
い
一
般
民
事
法
系
の
法
律
相
談
の
絶
対
数
も
大
き
く
増
え
て
い
る
。
以
上
、

ヴ
ィ
ヘ
ル
ム
期
に
お
い
て
、
公
共
法
律
相
談
所
が
幅
広
い
法
律
分
野
、
特
に
一
般
民
事
法
の
分
野
に
積
極
的
に
進
出
し
、
労
働
者
層
お
よ

(46
)
 

び
低
所
得
市
民
層
に
対
し
て
、
よ
り
一
般
的
な
法
律
相
談
援
助
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

公
共
法
律
相
談
所
の
第
一
の
役
割
は
、
法
律
相
談
で
あ
っ
た
。
法
律
相
談
は
口
頭
の
み
に
限
ら
れ
ず
、
書
類
作
成
の
援
助
も
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
書
類
作
成
援
助
の
分
野
で
上
記
の
い
わ
ゆ
る
「
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
が
比
較
的
活
発
に
活
動
し
て
お
り
、

彼
ら
の
一
部
が
そ
の
あ
ま
り
高
い
と
言
え
な
い
質
に
対
し
て
法
外
な
手
数
料
を
要
求
し
て
い
た
、
と
い
う
認
識
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ

公
共
法
律
相
談
所
が
口
頭
の
法
律
相
談
や
書
類
作
成
援
助
を
超
え
て
、
相
談
利
用
者
を
法
律
紛
争
に
際
し
て
裁
判
所
で
代
理
す
べ
き

か
、
と
い
う
の
は
―
つ
の
大
き
な
問
い
で
あ
っ
た
。
公
益
法
律
相
談
所
の
重
要
な
原
則
は
、
「
不
偏
不
党
性
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
カ
ト
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リ
ッ
ク
国
民
事
務
所
や
自
由
労
働
組
合
系
労
働
者
事
務
所
の
よ
う
に
特
定
の
政
治
政
党
や
宗
教
団
体
に
与
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

ま
た
、
労
働
者
及
び
使
用
者
の
対
等
参
加
原
則
か
ら
く
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
特
に
後
者
の
意
味
合
い
が
発
展
し
、
公
益
法
律
相
談
所
で

は
具
体
的
な
法
律
紛
争
に
入
っ
た
利
用
者
を

一
方
の
当
事
者

(eine
Partei)

と
し
て
裁
判
上
の
代
理
を
し
な
い
と
い
う
原
則
が
広
ま

っ

（
た
だ
し
、

元
来
の
目
的
で
あ
っ
た
労
働
者
社
会
保
険
に
関
す
る
保
険
認
定
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
手
続
き
で
は
、
積
極
的
に
利
用

者
の
代
理
を
行
っ
た
）
。
公
益
法
律
相
談
所
で
は
、
む
し
ろ
利
用
者
が
法
律
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
法
律
相
談
あ
る
い

は
法
律
情
報
の
提
供
、
そ
し
て
争
い
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
外
で
の
解
決
を
図
る
た
め
の
援
助
を
行
う
な
ど
、
法
律
紛
争
予
防
活
動

(47
)
 

を
自
ら
の
役
割
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
民
衆
の
そ
の
完
全
な
意
味
で
の
法
的
代
弁
者

(
A
n
w
a
l
t
e
d
e
s
 V
o
l
k
e
s
 i
m
 volls, 

t
e
n
 S
i
n
n
e
 d
e
s
 W
o
r
t
e
s
)
」
を
自
認
し
て
い
た
労
働
者
事
務
所
は
、
労
働
紛
争
に
関
す
る
裁
判
で
の
代
理
、
さ
ら
に
は
通
常
裁
判
所
で
の

(48
)
 

代
理
も
自
ら
の
役
割
の
一
っ
と
し
て
行
っ
て
い
た
。

法
律
柑
談
援
助
は
誰
が
行
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
い
は
当
時
も
大
ぎ
な
議
論
の
対
象
で
あ
っ
た
。

「
法
律
」
相
談
は

「法
曹
有
資
格
者
」
の
み
が
で
き
る
と
い
う
の
は
も
っ
と
も
ら
し
い
意
見
で
は
あ
る
が
、
当
時
、
「
法
曹
有
資
格
者
」
に

よ
る
法
律
相
談
の
提
供
が
で
き
て
い
た
の
は
、
ほ
ぼ
大
都
市
の
大
規
模
な
民
間
公
益
団
体
の
設
立
し
た
公
益
法
律
相
談
所
の
み
で
、
大
部

分
の
市
町
村
の
公
益
法
律
相
談
所
は
、
市
町
村
職
員
や
か
つ
て
の
裁
判
所
書
記
官
な
ど
が
法
律
相
談
に
あ
た
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
現
実

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
「
法
律
相
談
は
弁
護
士
の
み
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
意
見
は
当
時
は
ま
だ
あ
ま
り
大
き
く

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
裁
判
官
の
法
律
相
談
援
助
活
動
へ
の
参
加
の
是
非
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
た
。
裁
判
官
の
職
務
上

の
中
立
不
偏
原
則
の
観
点
か
ら
否
定
的
な
意
見
が
出
さ
れ
る

一
方
、
む
し
ろ
こ
れ
を
肯
定
す
る
意
見
も
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
常
に
「
訴

4
法
律
相
談
員

た
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訟
上
の
嘘

(
P
r
o
z
e
s
s
l
u
g
e
)
」
と
対
峙
し
て
い
る
裁
判
官
に
と
っ
て
、
「
法
廷
の
舞
台
装
置
の
裏
側
」
を
一
見
す
る
良
い
機
会
で
あ
る
、
あ

る
い
は
裁
判
官
の
法
律
援
助
活
動
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
良
い
と
は
言
え
な
い
民
衆
の
裁
判
官
像
を
変
え
司
法
へ
の
信
頼
を
得
る
良
い
機

(49
)
 

会
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
法
律
相
談
援
助
活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
に
よ
る
裁
判
官
の
側
の
利
点
を
強
調
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
裁
判
官
試
補
あ
る
い
は
行
政
職
試
補

(
G
e
r
i
c
h
t
s
a
s
s
e
s
s
o
r
e
n
)
、
さ
ら
に
は
司
法
修
習
生

(
R
e
f
e
r
e
n
d
a
r
e
)

の
法
律
相
談
援
助
へ
の

参
加
も
推
奨
さ
れ
た
が
、
連
邦
構
成
各
国
政
府
も
そ
れ
に
対
し
て
肯
定
的
な
態
度
表
明
を
し
た
り
、
更
に
進
ん
で
司
法
官
、
行
政
官
が
参

(50
)
 

加
で
き
る
よ
う
な
施
策
も
と
ら
れ
た
。

実
際
に
は
、
相
談
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
法
曹
が
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
多
く
の
法
曹
有
資
格
者
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
法
律
相
談
援
助
に
参
加
し
て
い
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
（
上
記
参
照
）
は
む
し
ろ
例
外
で
、
多
く
の
公
益
法
律
相
談
所
で
は
非
法
曹

が
法
律
相
談
援
助
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
法
律
柑
談
の
質
を
確
保
す
る
対
策
と
し
て
、
公
益
法
律
相
談
所
連
合
と
フ
ラ

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
て
公
益
法
律
相
談
所
相
談
員
の
研
修
コ
ー
ス
が
開
か
れ
て
い
た
。
こ

の
研
修
コ
ー
ス
に
は
全
国
各
地
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
、
公
益
法
律
相
談
員
の
み
で
な
く
、
労
働
者
事
務
所
や
そ
の
他
の
法
律
相
談
所
の

(51
)
 

相
談
員
の
参
加
も
得
て
い
た
。

労
働
者
事
務
所
の
相
談
員
は
、
「
労
働
者
に
よ
る
労
働
者
の
た
め
の
法
律
相
談
」
の
原
則
の
下
、
公
募
で
労
働
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
の

が
基
本
で
あ
っ
た
。
労
働
者
事
務
所
の
相
談
員
は
書
類
作
成
を
含
む
法
律
相
談
お
よ
び
代
理
業
務
の
他
、
工
場
監
督
官

(F
a
b
r
i
k
i
n
s
,

p
e
k
t
o
r
e
n
)
へ
の
通
報
の
仲
介
、
統
計
採
取
作
業
さ
ら
に
は
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
ま
で
期
待
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
活
動
を
通
し
て
、
労

働
者
に
関
連
す
る
法
律
知
識
と
そ
の
実
態
把
握
、
労
働
者
の
組
織
化
能
力
、
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
求
め
ら
れ
た
。
労
働
事
務
所
は
そ

の
た
め
、
労
働
組
合
運
動
お
よ
び
社
会
民
主
党
で
の
政
治
活
動
を
担
う
人
材
の
重
要
な
供
給
源
と
な

っ
て
い
た
。
1
9
1
2
年
の
帝
国
議

ン
ク
フ
ル
ト
の
社
会
博
物
館
の
共
催
で
、
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会
選
挙
で
の
社
会
民
主
党
候
補
の

10
人
に

1
人
が
労
働
者
事
務
所
で
の
経
験
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
初

(52
)
 

代
大
統
領
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ー
ベ
ル
ト

(
F
n
e
d
ric
h
E
b
e
r
t
)
は
、
ブ
レ
ー
メ
ン
の
労
働
者
事
務
所
で
の
活
動
歴
が
あ
っ
た
。
労
働
者

事
務
所
の
相
談
員
の
た
め
の
養
成
及
び
研
修
コ

ー
ス
は
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
ら
は
実
務
の
中
で
必
要
な
能
力
を
習
得
し
て
い
っ
た
。

公
益
法
律
相
談
所
連
合
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
法
律
相
談
事
務
所
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
弁
護
士
に
法
律
相
談
を

依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
低
所
得
者

(M
in
d
e
r
b
e
m
i
 ttel te)

に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
「
低
所
得
者
」
の
定
義
と
し
て
は
非
常
に

曖
昧
な
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
各
法
律
相
談
所
が
独
自
に
法
律
相
談
援
助
の
対
象
と
な
る
低
所
得
者
を
定
義
し
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
。
た
だ
実
際
問
題
と
し
て
、
富
裕
層
が

一
般
的
な
法
律
相
談
を
非
法
曹
資
格
者
が
相
談
員
を
努
め
て
い
る
市
町
村
の
公
益
法
律
相
談

所
に
依
頼
す
る
実
益
は
あ
ま
り
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
か
、
利
用
者
層
の
制
限
を
あ
え
て
し
な
い
公

益
法
律
相
談
所
も
多
く
、

1
9
1
2
年
の
帝
国
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
制
限
を
し
て
い
る
公
益
法
律
相
談
所
と
制
限
を
し
て
い
な
い

(53
)
 

相
談
所
の
割
合
は
ほ
ぼ
半
々
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
法
曹
有
資
格
者
が
法
律
相
談
を
担
当
し
て
い
る
民
間
公
益
団
体
の
法
律
事
務
所
な
ど

は
、
利
用
者
層
の
制
限
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
公
益
法
律
相
談
所
の
基
準
が

―つ

の
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

労
働
者
保
険
及
び
労
働
関

そ
れ
に
よ
る
と
、
法
律
相
談
所
の
利
用
者
と
し
て
の
「
低
所
得
者
」
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
1
.

傷
害
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
か
、
所
得
税
対
象
が

2
0
0
0
マ
ル
ク
以
上
に

小
規
模
作
業
所
の
経
営
者
。
4

賃
貸
借
に
関
す
る
相
談
の
場
合
は
、
住
人
数
に
対
し
て
小
さ
な
賃

貸
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
場
合
。
さ
ら
に
使
用
者
へ
の
法
律
相
談
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
労
働
者
の
利
益
に
か
な
う
場
合
、
例
え
ば
、
労

働
者
安
全
保
護
、
休
日
が
含
ま
れ
る
週
の
週
給
の
支
払
い
や
病
欠
日
の
賃
金
支
払
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
制
限
は
非
常
に
緩

査
定
さ
れ
て
い
な
い
利
用
者
。
3

連
の
法
律
相
談
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
利
用
者
。
2

5

法
律
相
談
利
用
者
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や
か
で
あ
る
が
、
所
得
に
よ
る
制
限
に
関
し
て
も
（
上
記
2
)、
当
時
の
納
税
統
計
か
ら
す
る
と

(1
9
1
2
年
統
計
、
上
記
基
準
は

1
9

1
3
年
当
時
の
も
の
）
、
大
部
分
が
こ
れ
に
該
当
す
る
の
で
、
実
際
に
は
市
民
の
か
な
り
幅
広
い
層
が
法
律
相
談
を
利
用
で
き
た
と
推
測
す

(54
)
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
上
記
に
あ
る
よ
う
に
、
多
く
の
公
益
法
律
相
談
所
は

一
定
の
条
件
の
も
と
に
、
使
用
者
に
も
法
律
相
談
を
提

供
し
て
い
た
点
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
所
は
、
女
性
の
権
利
保
護
と
い
う
目
的
か
ら
し
て
、
大
部
分
の
相

談
所
が
性
別
を
除
い
て
、
特
に
利
用
者
制
限
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
ほ
と
ん
ど
の
公
益
法
律
相
談
所
で
は
、
女
性
の
利
用
者

の
割
合
は
低
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
公
益
法
律
相
談
所
で
は
、
女
性
利
用
者
の
割
合
が
高
く
、

(55
)
 

し
て
い
る
。

自
由
労
働
組
合
系
の
労
働
者
事
務
所
の
多
く
は
法
律
相
談
援
助
に
際
し
て
、
職
業
、
性
別
、

支
持
あ
る
い
は
所
属
政
党
、
宗
教
、
組
合

へ
の
所
属
等
に
よ
る
利
用
者
の
制
限
を
一
切
設
け
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
統
計
を
見
る
限
り
、
利
用
者
に
お
け
る
労
働
者
及
び
そ
の
家

族
の
割
合
は
、

1
9
0
4
年
ま
で
は

50
|
6
0
％
台
で
あ
っ
た
も
の
の
、

40
％
以
上
に
達

1
9
0
5
年
以
降
は

90
％
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

内
、
組
織
労
働
者
の
割
合
は

1
9
0
1
年
の

4
4
.
6
％
か
ら
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
が
、
や
は
り
1
9
0
5
年
あ
た
り
に
大
き
く
上
昇
し
、

(56
)
 

1
9
0
8
年
以
降
は

70
％
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、
労
働
者
事
務
所
の
労
働
者
へ
の
組
合
へ
の
組
織
化
の
た
め
の
プ
ロ
バ

ガ
ン
ダ
が
功
を
奏
し
た
、
さ
ら
に
は

1
9
0
4
年
の
公
共
法
律
相
談
所
の
設
立
に
関
す
る
共
同
通
達
に
よ
る
公
益
法
律
相
談
所
が
多
く
設

立
さ
れ
非
労
働
者
あ
る
い
は
非
組
織
労
働
者
の
受
け
皿
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
労
働
者
事
務
所
の
利
用
者
統
計
を
さ
ら
に

見
る
と
、
事
務
所
所
在
地
外
か
ら
の
利
用
者
が
約

4
分
の

1
い
る
こ
と
、
女
性
利
用
者
の
割
合
が

15
％
前
後
で
公
益
法
律
相
談
所
で
の
女

性
割
合
に
比
べ
て
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
い

っ
た
統
計
か
ら
、
法
律
相
談
援
助
の
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
か
ら
、
あ
る
い
は
相

談
援
助
の
提
供
者
の
側
の
援
助
方
針
及
び
重
点
等
に
よ

っ
て
、
法
律
相
談
所
を
多
か
れ
少
な
か
れ
選
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
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こ
こ
で
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
の
法
律
相
談
援
助
運
動
の
状
況
を
ま
と
め
る
と
、
様
々
な
担
い
手
に
よ
る
様
々
な
目
的
を
持
っ
た
公
共
法

律
相
談
所
が
併
存
し
（
法
律
相
談
援
助
提
供
者
の
多
様
性
）
、
そ
れ
ら
の
相
談
所
は
、
労
働
者
保
険
あ
る
い
は
労
働
関
連
の
法
律
相
談
を
一

一
般
民
事
法
な
ど
幅
広
い
法
領
域
の
法
律
相
談
を
提
供
し
て
お
り
（
法
領
域
の
広
範
性
）
、
法
律
相
談
援
助
の
利
用

つ
の
柱
と
し
つ
つ
も
、

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
か
ら
あ
る
い
は
援
助
提
供
者
の
目
的
や
援
助
内
容
の
重
点
な
ど
に
応
じ
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
法
律
相
談
所
を

選
ぶ
こ
と
が
出
来
て
い
た

（利
用
者
の
選
択
可
能
性
）
、
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
ド
イ
ツ
帝
国
内
に
お
い
て

1

9
1
3
年
に
は
、
帝
国
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
大
中
小
含
め
て
総
数
1
1̀
4
3

に
上
る
様
々
な
公
共
法
律
相
談
所
が
、

1
,
9
8
2
,
6
0
5

件
の

法
律
相
談
を
提
供
し
、

5
2
1
,
3
2
2

件
の
文
書
作
成
援
助
を
こ
な
し
て
い
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
の
公
共
法
律
相
談
所
は
、
上
記
の
原
則
の

下
、
諸
立
法
に
よ
り
得
ら
れ
た
権
利
、
あ
る
い
は
生
活
の
中
で
の
労
働
者
、
社
会
的
・
経
済
的
弱
者
の
権
利
の
実
現
あ
る
い
は
擁
護
に
大

い
に
貢
献
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
と
呼
ば
れ
る
時
代

(1
8
9
0
年
か
ら
1
9
1
4
年）

介
し
た
。
こ
の
時
期
の
法
律
相
談
を
巡
る
状
況
は
、

の
法
律
相
談
援
助
運
動
を
簡
単
に
紹

日
本
近
代
法
史
と
の
比
較
法
制
史
の
対
象
と
し
て
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
法
律
相
談
援
助
の
歴
史
を
見
る
と
き
に
、
そ
の
市
場
に
お
け
る
二
つ
の
提
供
者
ー
弁
護

士
と
法
律
相
談
あ
る
い
は
法
的
サ
ー
ビ
ス
を
業
と
し
て
営
む
者
（
非
弁
護
士
法
律
相
談
提
供
者
）

ー
と
の
関
係
も
重
要
な
点
で
あ
る
が
、

以
下
で
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
し
て
本
稿
を
終
え
た
い
。

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
め
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
裁
判
外
の
法
的
サ
ー
ビ
を
提
供
し
て
い
た
の
は
、
主
に
弁
護
士
、
法
律
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
そ
し
て
本
稿
で
述
べ
て
き
た
公
共
の
法
律
相
談
所
で
あ

っ
た
。
弁
護
士
に
関
し
て
は
、

結
び
に
か
え
て

1
8
7
8
年
の
弁
護
士
法
に
よ
っ
て
そ
の
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(57
)
 

統
一
的
法
的
規
則
が
定
め
ら
れ
た
。
弁
護
士
は
基
本
的
に
す
べ
て
の
法
的
サ
ー
ビ
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
当
時
の
弁
護
士
数
は

ま
だ
少
な
く
、
そ
の
活
動
も
法
廷
で
の
代
理
及
び
弁
護
が
中
心
で
、
市
民
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
労
働
者
や
低
所
得
者
層
は
費
用
負
担

(58
)
 

の
問
題
も
あ
り
、
弁
護
士
は
国
民
各
層
に
対
す
る
法
律
相
談
の
分
野
へ
は
ま
だ
進
出
し
て
い
な
か
っ
た
。

法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

(
R
e
c
h
t
s
k
o
n
s
u
l
e
n
t
e
n
)

は
、
法
律
に
関
す
る
資
格
を
有
さ
ず
に
、
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
業
と
し
て
営
む

者
で
あ
る
が
、
専
門
の
法
曹
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
そ
の
能
力
の
水
準
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
制
度
が
な
い
と
い
う
点
で
、
弁
護
士
と

(59
)
 

は
性
格
を
異
に
す
る
。
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
職
業
活
動
に
対
す
る
法
的
な
規
定
は
、
営
業
法

(
G
e
w
e
r
b
e
o
r
d
n
u
n
g
)

に
あ
り
、

1
8

8
3
年
の
法
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た

35
条

1
項
お
よ
び

3
項
で
、
ダ
ン
ス
教
室
、
水
泳
教
室
、
中
古
衣
料
品
取
扱
業
、
不
動
産
・
結
婚

な
ど
の
仲
介
業
者
、
競
売
業
者
な
ど
と
並
ん
で
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
他
人
の
法
律
問
題
の
取
扱
い
、
あ
る
い
は
官
庁
で

の
手
続
に
関
す
る
業
務
、
特
に
そ
れ
に
関
連
す
る
書
類
の
作
成
を
「
営
利
目
的
」
で
行
う
場
合
、
事
業
遂
行
に
関
し
て
そ
の
事
業
者
が
信

頼
に
足
ら
な
い
と
い
う
「
事
実
が
あ
っ
た
場
合
」
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
禁
止
さ
れ
る
旨
の
規
定
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
事

業
者
（
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
が
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
具
体
的
事
実
が
実
際
に
あ
っ
た
場
合
に
初
め
て
そ
の
業
務
を
事
後
的
に
規
制

で
き
る
旨
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
営
利
を
目
的
と
し
た
、
他
人
の
法
律
問
題
の
取
扱
業
務
は
基
本
的
に
は
自
由
で
あ
る
と
い
う
前

提
に
立
っ
て
い
て
、
か
つ
、
営
利
目
的
で
な
い
法
律
相
談
は
こ
の
規
制
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
経
済
的
自
由
主
義
あ
る
い

は
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
思
想
を
背
景
に
持
っ
た
営
業
法
の
性
格
（
営
業
の
自
由

(
G
e
w
e
r
b
e
f
r
e
i
h
e
i
t
)
)
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
法
律
相
談
の
監
督
官
庁
は
司
法
省
あ
る
い
は
裁
判
所
で
は
な
く
、
経
済
官
庁
及
び
讐
察
で
あ
っ
た
。

本
稿
の
対
象
で
あ
る
公
共
法
律
相
談
所
は
、
そ
の
事
業
が
営
利
目
的
で
な
い
の
で
営
莱
法
の
規
制
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、

法
律
相
談
を
規
制
す
る
法
令
は
営
業
法
以
外
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
公
共
法
律
相
談
所
は
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
経
済
的
自
由
主

義
そ
し
て
そ
れ
を
反
映
し
た
諸
立
法
・
政
策
の
下
で
、
先
に
見
た
よ
う
な
そ
の
多
元
的
な
発
展
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
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追
記

一
般
的
な
法
律
問
題
に
関
す
る
裁
判
外
サ
ー
ビ
ス
を
営
利
目
的
で
行
う
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
そ
の
活
動
範
囲
が
重
な

る
た
め
、
ま
た
、
悪
質
な
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
低
所
得
者
を
含
め
た
市
民
を
害
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

法
的
禁
止
を
一
貫
し
て
求
め
て
い
た
が
、
経
済
的
自
由
主
義
思
想
（
営
業
の
自
由
）
を
背
景
に
、
帝
政
期
、

の
要
求
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
側
も
、
そ
の
一
部
が
同
業
協
会
を
結
成
し
、
質
の

低
い
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
排
除
に
努
め
、
そ
の
資
格
化
を
要
求
し
て
い

っ
た
が
、

の
理
由
で
、
そ
の
要
求
は
や
は
り
実
現
し
な
か

っ
た
。

セ
カ
ン
ド
ク
ラ
ス
の
法
律
専
門
職
は
必
要
な
い
と

公
共
法
律
相
談
所
の
活
動
に
対
し
て
、
弁
護
士
は
そ
の
活
動
領
域
が
重
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
比
較
的
寛
容
で
あ
り
、

(60
)
 

部
で
協
力
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ワ
イ
マ
ー
ル
後
期
に
弁
護
士
数
が
激
増
し
、
そ
の
経
済
的
安
定
性
が
揺
ら
ぐ
と
、
弁
護
士
は
、

で
は
、
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
法
律
相
談
を
禁
ず
る
政
策
へ
の
要
求
を
強
め
、
他
方
で
は
、
労
働
法

・
社
会
保
険
法
を
含
め
た
法
領
域

の
拡
大
、
労
働
者
層
を
含
め
た
顧
客
層
の
拡
大
を
目
指
し
、
法
律
相
談
援
助
を
含
め
た
幅
広
い
法
律
相
談
活
動
へ
と
進
出
し
て
い
く
こ
と

一
方
で
は
弁
護
士
の
活
動
領
域
と
公
共
法
律
相
談
所
の
活
動
領
域
が
次
第
に
重
な
り
始
め
、
他
方
で

は
、
法
律
相
談
市
場
規
制
は
、
ナ
チ
ス
期
に
経
済
的
自
由
主
義
を
背
景
と
し
た
経
済
分
野
か
ら
、
「
専
門
的
信
頼
性
」
、
「
個
人
の
適
格
性
」
、

「
供
給
者
の
必
要
性
」
の
観
点
か
ら
の
事
前
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
基
本
と
し
た
司
法
分
野
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
展

開
の
中
で
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
に
見
ら
れ
た
、
「
自
由
」
で

「多
様
性
」
の
あ
る
法
律
相
談
援
助
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
律
相
談
援
助
の
性
質
も
そ
れ
に
伴
い
変
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

ワ
イ
マ

ー
ル
期
を
通
し
て
そ

箪
者
が
山
崎
公
士
先
生
に
お
世
話
に
な

っ
た
の
は
、
先
生
が
研
究
代
表
を
さ
れ
て
い
た
人
権

N
G
o
「
人
権
フ
ォ

ー
ラ
ム

21
」
の
研
究

と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

弁
護
士
は
、

一
方
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ヽヽ

注王

会
で
あ
る
国
内
人
権
機
関
研
究
会

(
N
M
P
)
に
お
い
て
で
し
た
。
研
究
会
は
大
学
院
生
に
限
ら
ず
比
較
的
若
い
人
た
ち
の
集
ま
り
で
、

そ
れ
ぞ
れ
所
属
・
職
業
が
違
う
た
め
か
、
自
由
に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
20
年
近
く
た
っ
た
今
か
ら
み
て
も
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

自
由
な
意
見
と
無
責
任
な
意
見
は
時
に
紙
一
重
で
、
先
生
が
苦
笑
い
さ
れ
な
が
ら
最
後
は
う
ま
く
議
論
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
幸
い
に
も
先
生
と
連
絡
を
取
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
今
回
は
先
生
の
退
職
記
念
号
に
寄
稿
す
る
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
の
論
調
で
、
先
生
が
苦
笑
い
し
な
が
ら
お
読
み
に
な
ら
れ
て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
が
、
先
生

の
ご
指
導
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
本
小
論
で
私
の
研
究
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
l
)
G
e
s
e
t
z
 u
b
e
r
 R
e
c
h
t
s
b
e
r
a
t
u
n
g
 u
n
d
 V
e
r
t
r
e
t
u
n
g
 f
u
r
 B
u
r
g
e
r
 m
1
t
 g
e
r
m
g
e
m
 E
i
n
k
o
m
m
e
n
 (B
e
r
a
tu
n
g
s
h
i
l
f
e
g
e
s
e
t
z
,
B
e
r
H
G
)
 v
o
m
 18
.
 
J
u
r
n
 

1
9
8
0
,
 B
u
n
d
e
s
g
e
s
e
t
z
b
l
a
t
t
 (B
G
B
I
)
 [
連
邦
法
令
公
報
]
I

6

8

,
頁

[
低
所
得
市
民
の
た
め
の
法
律
相
談
お
よ
び
裁
判
外
代
理
に
関
す
る
法
律
（
法
律
相

談
援
助
法
)
]
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る

「法
律
相
談
」
は
、
単
な
る
口
頭
に
よ
る
法
律
相
談
の
み
で
な
く
、
書
類
の
作
成
、
裁
判
外
代
理
等
を
含
め
た
広
い

意
味
（
裁
判
外
法
律
業
務
）
で
用
い
て
い
る
。

(2
)
B
e
r
a
tu
n
s
h
ilfestatistik 1
9
8
1
 bis 2
0
1
7

〔
法
律
相
談
援
助
統
計
1

9

8

1
年
か
ら
2

0

1

7
年
]
(
B
u
n
d
e
s
a
m
t
f
u
r
 J
 ustiz 
[
連
邦
司
法
庁
]
)
。
利
用

件
数
は
そ
の
後
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

2

0
1

7
年
に
は
約

60
万
件
、
約
六
千
万
ユ

ー
ロ
と
な

っ
て
い
る
。
八
千
か
ら
八
千
五
百
万
ユ
ー
ロ
は
日
本
円
に
換

算
す
る
と
百
億
円
を
超
え
る
額
で
あ
る
。

(
3
)

こ
れ
に
つ
き
、

T.
N
i
p
p
e
r
d
e
y
,
 
D
e
u
t
s
c
h
e
 G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 1
8
6
6
|
1
9
1
8
.
 B
a
n
d
 I 
A
r
b
e
i
t
s
w
e
lt
 un
d
 B
u
r
g
e
r
g
e
i
s
t
 [
ド
イ
ツ
の
歴
史
1
8
6
6
_
1
9
1

8
。
第
1
巻
労
働
の
世
界
と
市
民
精
神
]

‘

3
.

d
u
r
c
h
g
e
s
.
 Au
f
l
., 
M
u
n
c
h
e
n
 
(C. H
.
 B
e
c
k
)
1
9
9
3
年
お
よ
び

H・
-U
.
W
e
h
l
e
r
,
 De
u
t
s
c
h
e
 Gesell, 

s
c
h
a
f
t
s
g
e
s
c
h
ic
h
t
e
 18
4
9
-
1
9
1
4
 
[ド
イ
ツ
社
会
史
1

8

4

9
_

1
9

1

9
]
、
N
w
e
i
t
e
A
u
f
l
・, 
M
u
n
c
h
e
n
 
(
C
.
H
.
 B
e
c
k
)
2
0
0
6
年
参
照
。

(
4
)
G
.
A
.
 Ritter
¥
K
.
 T
e
n
f
e
l
d
e
,
 Ar
b
e
i
t
e
r
 i
m
 D
e
u
ts
c
h
e
n
 K
a
is
e
r
r
e
ic
h
 1
8
7
1
-
1
9
1
4
 
[
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る
労
働
者
1
8
7
1
_
1
9
1
4
]
、
B
o
n
n

(D
i
e
t
z
)
1

9

9

2
年

6

9

4
頁
参
照
。

(
5
)
健
康
保
険

(
1
8
8
3
)

G
e
setz
,b
e
t
r
e
f
f
e
n
d
 d
ie
 Kr
a
n
k
e
n
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
 d
e
r
 A
r
b
e
i
t
e
r
 v
o
m
 15
.
 
J
a
n
u
a
r
 1
8
8
3
,
 R
e
i
c
h
s
g
e
s
e
t
z
b
latt 
[
帝
国
法
令
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公

懇

(R
G
B
I
.
)
7
3
頁
[
労
働
者
健
康
保
険
に
関
す
る
法
律
]
、
労
働
災
害
保
険

（1
8
8
4
）
U
n
fa
llく
e
店
l

合
e
r
u
n
g
s
g
e
誇
t
z
く

o
m
6
.
 
Juli 1
8
8
4
,
 
R
G
B
I. 

ffi 

頁
声
力
働
災
害
保
険
法
]
‘
障
害

・
老
齢
年
金
保
険

(1
8
8
9
)
G
e
s
e
t
z
,betreffend die I
n
v
a
li
ditats,und A
lt
ersvers
ich
e
r
u
n
g
 v
o
m
 2
2
.
 
J
 uni 1
8
8
9
,
 

R
G
B
I
.
9
7
頁
[
障
害

．
老
齢
年
金
保
険
に
関
す
る
法
律
]
〇
な
ぉ
ヽ
失
業
保
険
は

ー
g
2
7
年
に
職
業
仲
介
お
よ
び
失
業
保
険
に
関
す
る
法
律

（G
窟
e
尽

u
b
e
r
 A
rb
e
it
s
v
e
r
m
i
t
t
l
u
n
g
 u
n
d
 A
r
b
e
it
slo
s
e
n
v
e
r
s
ich
e
r
u
n
g
 v
o
m
 16. Juli 1
9
2
7
,
 
R
G
B
I
.
 I,
1
8
7
百
（
）
に
よ
h
ノ道導
入
X
J
h
た
。
こ
れ
ら
に
杜
2

き
、
M
・

Stolleis
,
 Ge
s
c
hi
chte d
e
s
 So
z
ialrec
h
ts 
in 
D
e
u
tsc
hl
a
n
d
 [~
"
"
ツ
社
i
ム
云
但5暗
t
i
i中
人]
‘
S
t
u

t
t
g
a
r
t
(U
T
B
)
2
0
0
3午
千
会
多
昭
腐

(6
)
労
働
者
安
全
保
護
は
営
業
法

(G
e
w
e
rb
e
o
r
d
n
u
n
g
)
の
改
正
を
通
し
て
充
実
が
図
ら
れ
た
が
、
い
わ
ゆ
る

「労
働
者
保
護
法
」
と
称
さ
れ
る
1
8
9
1

年
の
営
業
法
改
正
が
、
労
働
者
安
全
保
護
の
充
実
、
特
に
女
性
労
働
者
の
保
護
、
少
年
・
児
童
の
労
働
制
限
の
森
入
等
で
重
要
で
あ
る
。

(
7
)

1
8
9
0
年
の
職
業
裁
判
所
に
関
す
る
法
律
(
G
e
s
e
t
z
b
etreffen
d
 die
 Ge
w
e
r
b
e
g
e
r
i
c
h
te v
o
m
 2
9
.
 
Juli 1
8
9
0
,
 
R
G
B
I. 
141
)
に
よ
り
使
用
者
と
労
働

者
と
の
間
の
紛
争
解
決
の
た
め
の
職
業
裁
判
所
が
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
1
9
0
4
年
に
は
商
人
と
そ
の
使
用
人
及
び
徒
弟
間
の
雇
用
お
よ
び
見
習
い

関
連
の
紛
争
の
解
決
の
た
め
の
商
人
裁
判
所

(K
a
u
f
m
a
n
n
s
g
e
r
i
c
h
t
)
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
裁
判
所
で
は
、
弁
護
士
お
よ
び
代
理
を
職
業
と
す
る
者

の
代
理
は
排
除
さ
れ
て
い
た
。

(
8
)
C
.
 Sa
c
h
8
e
.
 Gr
o
8
i
n
d
u
str
ie
 un
d
 W
o
h
lfah
rtspfl.ege
.
 W
ilh
e
lm
 M
e
r
t
o
n
 u
n
d
 d
a
s
 J
n
st
itu
t
 fur G
e
m
e
i
n
w
o
h
l
"
 [大
産
業
と
福
祉
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム

・
メ
ア
ト
ン
と

「
公
益
研
究
所
」
『

in
D
.
 
T
h
r
a
n
h
a
r
d
t
他
編
、
W
o
hlfah
rtsve
r
b
a
n
d
e
 z
w
isc
h
e
n
 Se
lb
st
hil
fe u
n
d
 Sozialstaat [
自
助
と
社
会
国
家

の
間
の
福
祉
団
体
『

F
r
e
ib
u
r
g
i.
 B.
 (L
a
m
b
er
tu
s
)
1
9
8
6
年
1
6
8
頁
参
照
。

(
9
)
W
.
 R. 
K
r
a
b
b
e
,
 Di
e
 G
n
l
n
d
u
n
g
 
stadtisc
h
er 
A
r
b
e
itssc
h
u
t
z
'A
n
s
t
a
l
t
e
n
 
in 
D
e
u
tsch
la
n
d
.
 Ar
b
e
i
t
s
n
a
c
h
w
e
i
s
,
 Ar
b
e
i
t
s
losenfursorge
,
 

G
e
w
e
r
b
e
g
e
richt u
n
d
 R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
unft
sste
ll
e
 [
ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
の
労
働
保
護
施
設
の
設
立
二
職
業
仲
介
、
失
業
者
保
設
、
職
業
裁
判
所
そ
し
て

法
律
相
談
所
〕
、

in:
W
.
 Co
n
z
e
¥
U. E
n
g
e
lh
a
rdt. 
A
r
b
e
it
e
r
e
x
istenz i
m
 19
.
 Ja
h
r
h
u
n
d
e
rt. 
L
e
b
e
n
s
s
t
a
n
d
ar
d
 u
n
d
 L
e
b
e
n
s
g
estaltu
n
g
 d
e
ut
s
c
h
e
r
 

A
r
b
e
iter u
n
d
 H
a
n
d
w
e
r
k
e
r
 [19
世
紀
の
労
働
生
活
。
ド
イ
ツ
の
労
働
者
及
び
手
工
業
者
の
生
活
水
準
及
び
労
働
形
態
『
S
t
u
ttgart
(K
let
t-C
o
t
t
a
)
1
 

9
8
1
年
4
2
5
頁
以
下
参
照
。

(10
)
ド
イ
ツ
中
央
党
は
、
現
在
の
ド
イ
ツ

・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟

(C
hri
stli
e
b
D
e
m
o
k
rati
sc
h
e
 U
n
io
n
 D
eut
schl
a
n
d
s
:
 CD
U
)
の
源
流
の

一
っ
で
あ

る
。

(11
)
G
e
s
e
t
z
 ge
g
e
n
 die
 ge
m
e
i
n
g
e
f
a
h
rlich
e
n
 Be
s
t
r
e
b
u
n
g
e
n
 d
er S
o
z
i
a
l
d
e
m
o
k
r
a
t
ie
 vo
m
 2
1.
0
k
t
o
b
e
r
 18
7
8
,
 
R
G
B
I
.
3
5
1
百
(
[社i
今
⇔氏、王
、王疵
全の

公
安
騒
乱
の
試
み
に
対
す
る
法
律
]

0

(12
)
G.A. Ritt
e
r,
 
D
i
e
 d
e
u
tsc
h
e
 Pa
rteien 1
8
3
0ー

1
9
1
4
.P
a
r
t
e
ie
n
 u
n
d
 G
e
s
e
ll
schaft i
m
 k
o
n
s
t
itu
tionellen R
e
g
ie
r
u
n
g
s
s
y
s
t
e
m
 [ド

1
ツ
の
荘
?
盛兄
1
8

3
0
1
1
9
1

4
。
立
憲
的
統
治
制
度
に
お
け
る
政
党
と
社
会
『
G
o
tting
e
n
(V
a
n
d
e
n
h
o
e
c
k
 &
 R
u
p
r
e
c
h
t
)
1
9
8
5
年
23
頁
以
下
参
照
。
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(13
)
E
.
 Ca
h
n
,
 Di
e
 u
n
e
n
t
g
e
ltlich
e
n
 R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
n
f
t
s
t
e
ll
e
n
 feir 
U
n
b
e
m
1tt
elte 1
m
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
 [
~·イ
ツ

字m
o
oに
4
~
i
Tる
血
-
9恣
界
力
去Pの
た
め
の

無
料
法
律
相
談
所
『

in:
G
e
s
c
h
a
f
t
s
b
e
r
i
c
h
t
 u
b
e
r
 di
e
 Ta
t
i
g
k
e
i
t
 d
e
s
 S
o
z
i
ale
n
 M
u
s
e
u
m
s
 v
o
m
 1. 
A
p
ri
l
 
1
9
0
3
 bis 3
1
.
 
D
e
z
e
m
b
e
r
 1
9
0
3
 
[社
会
博
物

館
の
活
動
に
関
す
る
事
業
報
告
1
9
0
3
年
4
月
1
日
か
ら

12
月

31
日
]
‘
F
r
a
n
k
furt
a
m
 M
a
i
n
1
9
0
4
年

22
頁
。

(14)

H
.
 v.
 Fr
a
n
k
e
n
b
e
r
g
¥
E
.
 

Krug•Die 

B
e
r
a
t
u
n
g
 B
e
durftiger in 
R
e
c
h
t
s
a
n
g
e
le
g
e
n
h
e
it
e
n
 [法
律
事
項
に
関
す
る
困
窮
者
へ
の
相
談
〕
、

L
e
i
p
z
ig

(D
u
n
c
k
e
r
 &
 H
u
m
b
l
o
t)

1
9
0
4
年
6
頁
参
照
。

(
15
)
P
h
.
 
S
t
e
i
n
,
 
E
r
f
a
h
r
u
n
ge
n
 a
u
s
 de
r
 T
a
t
i
g
k
eit e
in
e
r
 R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
n
f
t
s
s
t
e
ll
e
 [
 
~
る
辻
ぬ
律
相
邦5翫
り
の
活
出
動
か
ら
の
経
験
『
in
Soziale P
r
a
x
i
s
 [
社
会

実
践
]
15
巻

(
1

9

0

6
/
0

7
)
7

4

6
段
。

(16
)
1

9

0

0
年
に
つ
き

H
.A
lb
r
e
c
h
t
,
 
H
a
n
d
b
u
c
h
 d
e
r
 s
o
z
ia
len W
o
h
l
f
a
h
r
t
s
p
f
l
e
g
e
 in D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
 [ド
イ
ツ
の
社
会
福
祉
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
『

B
e
rlin

(C
.
 H
e
y
m
an
n
)

1
9

0

2
年
1

8

4
頁
、
1

9

1

3
年
に
つ
き

R
e
i
c
h
s
a
r
b
e
i
t
s
b
l
a
t
t
[帝
国
労
働
公
報

]
1
2
巻
7
号

(
1

9

1
4
)
特
別
付
録

D
ie

R
e
c
h
t
s
b
e
r
a
t
u
n
g
 d
e
r
 m
i
n
d
e
r
b
e
mittelt
e
n
 V
o
lk
s
k
r
e
i
s
e
 i
m
 J
a
h
r
e
 1
9
1
3
 

[¥M翫
温
侍
同
詈
氏
臨国の

ii律
生
祖
談
1

9

1
3
年
']
5
百云茨
之照
。
1

9

1
3
年
＇
の
数

字
は
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
協
会
系
の
諸
団
体
の
法
律
相
談
所
を
含
め
た
も
の

で
あ
る
。
以
下
1

9

1

3
年
の
統
計
は
こ
れ
に
依
る
。

(17
)
グ
リ
レ
ン
ベ
ア
ガ
ー
の
論
説
は

A
r
b
e
i
t
e
r
,
S
e
k
r
e
t
a
r
i
a
t
N
t
i
r
n
b
e
r
g
,
N
e
h
n
t
e
r
 J
a
h
r
e
s
b
e
r
i
c
h
t
 fur d
a
s
 a
b
g
e
lau
f
e
n
e
 G
e
schaftsjahr 1
9
0
4
 
[第

10
回

年
次
報
告
（
事
業
年
度
1
9
0
4
)]

（1
9

0

5
)

2
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
次
報
告
は
1
頁
か
ら

38
頁
で

ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
労
働
者
事

務
所
の

10年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

(18
)
前
掲

（註

17
)
第

10
回
年
次
報
告

8
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
労
働
者
集
会
は
、
多
数
の
女
性
及
び
未
成
年
者
が
参
加
し
て
い
た
た
め
に
、
野
察
に

よ
り

一
度
解
散
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
1
8

5

0
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
結
社
法

(V
e
re
in
s
g
e
s
e
t
z
)
を
モ
デ
ル
に
し
た
法
が
ド
イ
ツ
の
各
連
邦
構
成
国

家
に
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
り
女
性
及
び
未
成
年
者
の
政
治
集
会
へ
の
参
加
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
労
働
者
集
会
は
粋
察
の
介
入
を
避
け
る
た
め
に

後
日
、
女
性
の
参
加
無
し
で
行
わ
れ
た
。
ち
な
み
に
1

9

0
8
年
の
帝
国
結
社
法

(R
e
ichs
v
e
re
i
n
s
g
e
s
e
tz
)
に
よ
り
女
性
の
政
治
結
社
及
び
集
会
へ
の
参

加
規
制
が
撤
廃
さ
れ
た
。

(19
)
前
掲

（註

17
)
第

10
回
年
次
報
告

19
頁
お
よ
び

K.
B
o
h
m
e
r
,
 Di
e
 A
r
b
e
ite
r
s
e
k
r
e
t
a
r
i
a
t
e
 B
a
y
e
r
n
s
 m
i
t
 b
e
s
o
n
d
e
r
e
r
 B
e
r
u
c
k
s
i
c
h
ti
g
u
n
g
 d
e
r
 

N
u
r
n
b
e
r
g
e
r
 [バ

イ
エ
ル
ン
の
労
働
者
事
務
所

[
特
に
ニ

ユ
l
ル

ン
ペ
ル
ク
を
重
点
と
し
て
]
ヽ
N
丘
n
b
e
r
g

(博
士
論
文
）

l

9

1

5
年ヽ

21
頁
o

(20
)
D
i
e
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 A
r
b
e
i
t
e
r
s
e
k
r
e
t
a
r
i
a
t
e
 fur d
a
s
 J
a
h
r
 1
9
0
4

〔ド
イ
ツ
の
労
働
者
事
務
所
、

1
9
0
4
年
]
‘
C
o
r
r
e
s
p
o
n
d
e
n
z
b
latt
d
e
r
 G
e
n
e
r
a
l
,
 

k
o
m
m
i
ss
ion d
e
r
 G
e
w
e
r
k
s
c
h
aften D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
s
 (ド
イ

ツ妥ク
働
組
ム
ロ
訟g
委
員
ム
云
機
闊
ユ
誌
）

15
器

022
号

(
1
9
0
5
)
3

4

6
頁
。

(21
)
F
.
 
Schuler

•
D
as 

A
r
b
e
i
t
e
r
s
e
k
r
e
ta
r
iat 
N
i.irnb
e
r
g
 1
8
9
4
¥
9
5ー

1
9
1
4

[
ニ
ュ
ー
ル
ン

ベ
ル
ク
労
働
者
相
談
員

1
8

9

4
/

9
5
|
1
9

1

9
]
、

M
i
t
t
e
i
l
u
n
g
 d
e
s
 V
e
r
e
i
n
s
 fur G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 d
e
r
 S
t
a
d
t
 Nt::1
b
e
r
b
e
r
g
1
9
8

5
年
2

7

4
頁
参
照
。
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(22
)
C
a
h
n
前
掲
（
註
13
)
24
頁
参
照
。
「
社
会
博
物
館
」
は
若
干
奇
妙
な
名
称
で
あ
る
が
、
展
示
を
主
目
的
と
し
た
博
物
館
で
は
な
く
、
公
益
社
会
福
祉
組
織

で
あ
っ
た
。

(23)
定
款
2
条
。
民
衆
の
家
協
会
の
定
款
は

B
e
r
i
c
h
t
d
e
s
 V
e
r
e
i
n
s
 V
o
lk
s
h
e
i
m
,
 Ha
m
b
u
r
g
 [
ハ
ン
ブ
ル
ク
民
衆
の
家
協
会
報
告
書
]
1
9
0
1
/
1

9
0

2
(
1
9
0
2
)
、
39
頁
以
下
所
収
。
民
衆
の
家
の
設
立
に
つ
い
て
、

A
R
e
n
d
l
e
r
,
 Au
B
e
r
g
e
r
i
c
h
t
l
i
c
h
e
 R
e
c
h
t
shilfe
 in 
H
am
b
u
r
g
 bis z
u
r
 Einri
c
h, 

t
u
n
g
 d
e
r
 Of
f
e
n
t
lich
e
n
 R
e
c
h
ts
a
u
s
k
u
n
f
ts,
u
n
d
 V
 er
gleic
h
ss
te
ll
e
 [
ハ
ン

f
ル
ク
に
お

ltる
邦
{
判
ぱ
外
辻
H
律
i

汰
帥
切
[
八
ム
辻
ハ
辻
わ
律
組
3

邦砧
・
知
四
解
斡
立
旋
寄
り
の
要
5

立
ま
で
]‘

H
a
m
b
u
r
g

(博
士
論
文
）
1

9

8

0
年
参
照
。

(24)
法
律
相
談
に
は
司
法
修
習
生
を
含
め
た
無
数
の
法
律
家
が
無
償
で
参
加
し
て
き
た
が
、

1
9
1
3
/
1

4
事
業
年
度
に
は

85
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
裁
判
官
が
20
名
、
弁
設
士
が
26
名
、
司
法
修
習
生
が
26
名
で
あ
っ
た
。
B
e
r
icht
d
e
s
 V
e
r
e
i
n
s
 V
o
l
k
s
h
e
i
m
,
 
H
a
m
b
u
r
g
 fur 

d
a
s
 G
e
s
c
h
a
f
t
sja
h
r
 1
9
1
3
¥
1
4
 
[
ハ
ン
ブ
ル
ク
民
衆
の
家
協
会
報
告
書
。
事
業
年
度
1
9
1
3
1
1
4
]
（

1

9

1
4
)
59
頁。

(25
)
ケ
ン
ピ
ン
に
つ
き
、

C
h
.
B
e
r
n
e
ik
e
,
 Di
e
 
F
r
a
u
e
nfr
a
g
e
 
ist 
R
e
c
h
ts
fr
a
g
e
.
 Di
e
 Juristinn
e
n
 d
e
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 
F
r
a
u
e
n
b
e
w
e
g
u
n
g
 u
n
d
 d
a
s
 

B
u
r
g
e
r
l
i
c
h
e
 G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
 [
廿
（
性
i

問
四
題
は
辻
i

律
問
四
題
で
あ
ツ
る
]
ド
イ
ツ
女
性
運
動
の
女
性
法
律
家
と
民
法
典
]
‘
B
a
d
e
n
,
B
a
d
e
n
(N
o
m
o
s
)
1

9

9

5
年

81
頁
以
下
、
お
よ
び
屋
敷
二
郎
「
エ
ミ
リ
ー

・
ケ
ン
ピ
ン
11

シ
ュ
ピ

ー
リ
研
究
序
説
ー
没
後

一
0
0
周
年
を
機
に
」

(
-
橋
大
学
法
学
部
創
立
万
十
周
年
記

念
論
文
集
刊
行
会
編

「変
動
期
に
お
け
る
法
と
国
際
関
係
」
2

0

0

1
年
有
斐
閣
）
参
照
。

(
2
6
)
D
i
e
 
F
r
a
u
e
n
b
e
w
e
g
u
n
g
 [
女
性
運
動
]

1
9
0
4
年

23
頁

及
び

M
.
R
a
s
c
h
k
e
,
 Di
e
 erste 
G
e
n
e
r
a
lv
e
rs
a
m
m
l
u
n
g
 d
e
s
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 
u
n
d
 

O
e
s
t
e
r
r
e
i
c
h
e
n
 F
r
a
u
e
n
,
R
e
c
h
t
s
s
c
h
u
t
z
v
e
r
b
a
n
d
e
s
 
[ti!R-
一
回
ド
イ
ツ

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
女
性
権
利
保
蔑
協
会
総
会
『

in
D
i
e
 F
r
a
u
e
n
b
e
w
e
gu
n
g
1

9

 

0

6
年

60
頁
。

(27
)
C
h
.
 
K
la
u
s
m
a
n
n
,
 
Politik u
n
d
 Ku
l
t
u
r
 d
e
r
 F
r
a
u
e
n
b
e
w
e
g
u
n
g
 in K
a
i
s
e
rr
e
ic
h
.
 
D
a
s
 B
e
i
s
p
iel 
F
r
a
n
k
f
u
rt
 an
 M
a
i
n
 
[i:!:E,政
罪
~
女

tt運
動
ズ
の
政
治
お

よ
び
文
化
ニ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
事
例
『

F
r
a
n
k
f
u
r
t
(C
a
m
p
u
s
)
、
1

9

9

7
年

70
頁
。

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
は
、
マ
リ
ア
ン
ネ
・
ヴ

ェ
ー
バ
ー

(M
a
r
i
a
n
n
e
 W
e
b
e
r
:
社
会
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ

ェ
ー
バ
ー
の
妻
）
そ
し
て
カ
ミ
ー
ラ
・
イ

ェ
リ
ネ
ク

(C
a
m
ill
a
J
e
llin
e
k
:
国
法
学
者
ゲ
オ
ル
グ
・
イ

ェ
リ

ネ
ク
の
妻
）
が
、
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
に
尽
力
し
て
い
た
。

(2
8
)
D
i
e
 R
e
c
h
t
s
b
e
r
a
t
u
n
g
 d
e
r
 m
i
n
d
e
r
b
e
m
i
t
t
e
l
t
e
n
 
V
o
l
k
s
k
r
e
i
s
e
 
i
m
 J
a
h
r
 1
9
0
6
 

[$! :i::碑
E

甲
]
臣
{
臨
3

の
た
め
の

辻i
律
t

相
認
5
1
9
0
6
年
]
‘
i
n

R
e
ic
h
s
a
r
b
e
it
s
b
la
t
t
1
9
0
7
年
9

7
5
頁
。

(29
)
M
.
 
R
a
s
c
h
k
e
,
 
E
r
s
t
e
r
 G
e
n
e
r
a
l
b
e
r
ic
h
t
 d
e
r
 .. C
e
n
t
r
a
le
 de
u
t
s
c
h
e
r
 R
e
c
h
tssch
ut
zste
ll
e
n
 fur F
r
a
u
e
n
"
 [ド
イ

ツ
女
性
の
た
め
の
権
利
保
設
セ
ン
タ

ー

第

一
回
総
括
報
告
『

in:
D
i
e
 F
r
a
u
e
n
b
e
w
e
g
u
n
g
.
.
.
.
.
,
9
0
1
年
92
頁
。

(30
)
F
r
a
n
k
e
n
b
e
r
g¥
K
r
u
g
前
掲

（註
14
)
28
、
29
頁
。
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(3
1
)
F
r
a
n
k
e
n
b
e
r
g¥
K
r
u
g
前
掲

（註

14
)、
K
r
u
g
執
筆
分
1

0

9
頁
以
下
参
照
。

(32
)
以
下
の
数
字
は
、

H.
K
a
w
a
m
u
r
a
,
 Di
e
 G
e
s
c
h
ic
h
t
e
 d
e
r
 R
e
c
h
t
s
b
e
r
a
t
u
n
g
s
h
i
l
f
e
 m
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
.
 V
o
n
 d
e
r
 W
i
lh
e
l
m
m
1s
c
h
e
n
 Z
e
it 
bis 
z
u
r
 

E
n
t
s
t
e
h
u
n
g
 d
e
s
 B
e
r
a
t
u
n
g
s
h
i
l
f
e
g
e
s
e
t
z
e
s
 v
o
n
 1
9
8
0
 
['.L
イ
ツ
の
辻
ね
拝
相
邦
5

年
以
帥
で
の
歴
史
[
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
時
代
か
ら
ー
g

8

O
年
法
律
相
談
援
助
法

の
成
立
ま
で
『

Berlin
(Berliner W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
s
'
V
e
r
l
a
g
)
2
0
1
4
年
82
頁
以
下
に
拠
る
。
ま
た
、
前
章
で
紹
介
し
た
労
働
者
及
び
経
済
的
弱
者
の

た
め
の
法
律
相
談
所
を
総
称
し
て
、
公
共
法
律
相
談
所
と
呼
ぶ
。

(33)
し
か
も
、
デ
ッ
サ
ウ
で
競
合
し
て
い
た
の
は
女
性
の
た
め
の
権
利
保
護
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。

(34)
当
時
の
ド
イ
ツ
帝
国
は
、
最
大
の
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国

(K
o
n
i
g
s
r
e
i
c
h
P
r
e
u
B
e
n
)
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
に
よ
る
連
邦
制
の
形
を
と
っ
て
い
た
。
こ
こ

で
は
こ
れ
ら
を
連
邦
構
成
国
家

(B
u
n
d
e
s
s
t
a
a
t
e
n
)
と
よ
ぶ
こ
と
と
す
る
。

(3
5
)
S
o
z
i
a
le
 P
r
a
x
is
1
3
巻

(
1
9
0
4
/
0
5
)
7
2
7
段
以
下
。

(36)
Betr.; 
R
e
c
h
t
s
b
e
r
a
t
u
n
g
 
fur 
m
i
n
d
e
r
b
e
m
i
t
t
e
l
te 
B
e
v
o
l
k
e
r
u
n
g
s
k
r
e
ise
.
 Er
l
a
s
s
 
d
e
s
 
p
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 
M
i
n
isters 
d
e
s
 
I
n
n
e
r
n
 
u
n
d
 
d
e
s
 

p
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 M
i
n
i
s
t
e
r
s
 fur H
a
n
d
e
l
 u
n
d
 G
e
w
e
r
b
e
 v
o
m
 2.
 Juli 1
9
0
4
 
[「低
翠
所
但
E

国
民
層
の
た
め
の
法
律
相
談
に
つ
い
て
」
プ
ロ
イ
セ
ン
内
務
大
臣
お

よ
び
商
工
務
大
臣
に
よ
る
各
地
方
行
政
区
長
に
対
す
る
通
達
]
‘
i
n
:
Ministerial,Blatt d
e
r
 H
a
n
d
e
l
s
,
u
n
d
 G
e
w
e
r
b
e
,V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
 [
商
工
務
行
政
に
関

す
る
省
公
報
]
(H
M
B
I
.
)
1
9
0
4
年
3

5

1
頁。

(37
)
Soziale P
r
a
x
i
s
16
巻

(
1
9
0
7
/
1

8
)
1
0
7
3
段
。

(38
)
D
i
e
 R
e
c
h
t
s
b
e
r
a
t
u
n
g
 d
e
r
 m
i
n
d
e
r
b
e
m
i
t
t
e
l
t
e
n
 V
o
lk
skreise fur 1
9
0
6
 
[$1
翫
凶
侍
国
印
公
層
に
対
パ
す
ノ
る
辻
な
倖
組
紐
砧
1
9
0
6
年
']、

in
Reichsarbeits, 

b
l
a
t
t
5
巻

(
1
9
0
7
)
8

6

4
頁
。

(39
)
D
i
e
 G
e
m
e
i
n
n
u
t
z
i
g
e
 R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
n
f
t
穴
ム
益
法
律
相
談

（公
益
法
律
相
談
所
連
合
の
機
関
誌
)
]
第
1
巻

(
1
9
1
6
/
1
9
1
7
)
61
頁。

こ
の
機

関
誌
が
発
行
さ
れ
る
前
は
、
雑
誌

S
o
z
ia
le
P
r
a
x
i
s
の
紙
面
を
連
合
の
機
関
誌
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。

(4
0
)
S
o
z
i
a
le
 Pr
a
x
is
1
8
巻

(
1
9
0
9
/
l

o
)
4

6

4
段
。
D
i
e
G
e
m
e
i
n
n
u
t
z
i
g
e
 R
e
c
h
tsa
u
s
k
u
n
f
t
1
巻
。
公
益
法
律
相
談
所
連
合
へ
は
公
益
相
談
所

お
よ
び
個
人
加
入
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
所
は
、
女
性
権
利
保
設
連
盟
と
し
て
の
団
体
参
加
の
他
、
各
相
談
所
の
直
接
加
盟

も
あ
っ
た
。
S
o
z
iale
P
r
a
x
is
1
7
巻

(
1
9
0
8
/
0

9
)
1
8

3
段
。

(41)
以
上
、

D
a
s
R
e
i
c
h
e
s
,
V
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
s
a
m
t
 u
n
d
 di
e
 D
e
u
t
s
c
h
e
 A
r
b
e
i
t
e
r
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
.
 Festschrift d
e
s
 R
e
i
c
h
s
,
V
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
s
a
m
t
s
 z
u
m
 

Jubil
a
u
m
 d
e
r
 Unfall
,
u
n
d
 d
e
r
 Invalidenversich
e
r
u
n
g
 [fl巾

OO但
ば
咲
庄
リ
と
ド
イ
ツ
の
労
働
者
保
険
]
｛
巾
国
保
険
庁
に
よ
る
労
働
災
害
保
険
、
傷
害
保
険

25
周
年
を
記
念
す
る
書
籍
「

B
e
r
lin
(
V
e
rlag v
o
n
 Be
h
r
e
n
d
 &
 C
o
.)
1
9
1
0
年
お
よ
び

A
r
b
e
i
t
e
r
,
A
l
m
a
n
a
c
h
[:f:カ
働
者
年
鑑

（カ
ト
リ
ッ
ク
系
労
働

者
協
会
の
発
行
)
]
1
9
0

3
年
1

0

2
頁
以
下
参
照
。
A
r
b
e
i
t
e
r
,
A
lm
a
n
a
c
h
1
9
0
4
に
よ
る
と
、

1
9
0
2
年
に
帝
国
保
険
庁
は
1
3
,
74
1

件
を
扱

っ
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た
が
、
そ
の
う
ち
労
働
者
自
身
が
出
廷
し
た
の
は
2
,5
0
0

件
に
過
ぎ
ず
、
さ
ら
に

2
1
2
件
で
弁
護
士
に
よ
る
代
理
が
、
6
8
0
件
で
そ
の
他
の
代
理
人
に

よ
る
代
理
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
大
部
分
の
事
件

(
1
0
,3
4
9
)

は
、
本
人
の
出
席
も
代
理
人
に
よ
る
出
席
も
な
く
帝
国
保
険
庁
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

(
4
2
)
S
o
z
iale 
P
r
ax
is
1
6
巻

(1
9
0
7
/
0
8
)
1
0
8
頁
以
下
。

(
43)

D
i
e
 G
e
m
e
i
n
n
u
t
z
ige R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
n
ft,
,......
巻

(1
9
1
6
)
所
収
の
記
事
「
N
e
h
n
J
a
h
r
e
 V
e
r
b
a
n
d
s
a
r
b
e
i
t
 
(連
合
活
動
10
年
）
」
63
頁
参
照
。

(44)

K
a
w
a
m
u
r
a
前
掲

（註

32
)、
1
5
6
頁
以
下
表
24
参
照
。
以
下
の

1
9
1
2
年
の
数
字
は
こ
の
表
に
依
る
。
な
お
、
こ
れ
は
上
記
の
法
律
相
談
所
グ
ル

ー
プ
の
他
に
、
自
由
労
働
組
合
の
地
方
連
合

(
G
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
s
k
a
r
t
e
ll
e)
、
ヒ
ル
シ
ュ
・
ド
ウ
ン
カ
ー
労
働
組
合

(H
i
r
s
c
h
-D
u
n
c
k
e
r
s
c
h
e
G
e
w
e
r
k
,
 

s
c
h
aft:
自
由
主
義
系
労
働
組
合
）
、
キ
リ
ス
ト
教
系
労
働
組
合
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
系
職
業
諸
協
会
、
そ
の
他
の
法
律
相
談
所
を
含
む
法
律
相
談
総
数
で
の
割
合

で
あ
る
。

(45)
こ
の
よ
う
に
公
益
法
律
相
談
所
が
、
労
働
者
の
た
め
の
法
律
相
談
援
助
か
ら
労
働
者
保
険
、
労
働
法
を
含
め
て
、
よ
り

一
般
的
な
法
律
相
談
援
助
に
展
開

し
て
い
っ
た
こ
と
に
関
し
、

K
a
w
a
m
u
r
a
前
掲
（
註

32
)
94
頁
以
下
の
実
証
的
な
検
証
を
参
照
。

(46)
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
民
衆
の
家
で
の
法
律
相
談
所
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
そ
の
設
立
当
初
か
ら
有
し
て
い
た
。
ま
た
、
女
性
の
た
め
の

法
律
相
談
所
で
は
、
女
性
の
権
利
保
護
と
い
う
目
的
か
ら
、
親
族
法
お
よ
び
相
続
法
に
関
す
る
相
談
の
割
合
が
高
い

(1
9
1
2
年
に
お
い
て

3
2
%
）
。

(47)
こ
れ
は
、
労
働
者
や
経
済
的
弱
者
が
裁
判
に
よ
り
、
経
済
的
、
時
間
的
、
社
会
関
係
的
な
不
利
益
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
が
、
さ
ら

に
「
権
利
の
た
め
の
闘
争

(
K
a
m
p
f
u
r
n
s
 R
e
c
h
t
)
」
（
イ
ェ

ー
リ
ン
グ
）
を
象
徴
と
す
る
当
時
の
自
由
主
義
を
背
景
と
し
た
民
事
訴
訟
に
対
す
る
「
法
的
平

和
思
想

(
R
e
c
h
tsfr
ie
d
e
n
s
g
e
d
a
n
k
e
n
)
」
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

B
.C.
P
e
t
e
r
s
,
 D
e
r
 G
u
t
e
g
e
d
a
n
k
e
 im
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 Z
iv
il, 

p
r
o
z
e
B
r
e
c
h
t
.
 E
i
n
e
 historisch,soziologische U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
 z
u
m
 G
u
t
e
g
e
d
a
n
k
e
n
 i
m
N
i
v
i
l
v
e
r
f
a
h
r
e
n
s
r
e
c
h
t
 se
it
 
1
8
7
9
 
[;:,_"＇
ツ
印
d
車
デ
甜
匹
畝
乱
辻
i
L
L

お
け
る
和
解
思
想
：

1
8
7
9
年
以
降
の
民
事
手
続
法
に
お
け
る
和
解
思
想
に
関
す
る
歴
史
社
会
学
的
研
究
]
‘
J
e
n
a

(
博
士
論
文
）

2
0
0
4
年
参
照
。

(
48
)
C
o
r
r
e
s
p
o
n
d
e
n
z
b
l
a
t
t
 d
e
r
 G
e
n
e
r
a
l
k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 d
e
r
 G
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
e
n
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
s
1
3
妾

0
(1
9
0
3
)
所
は
収

D
i
e
d
e
u
t
s
c
h
e
n
 A
r
b
e
i
t
e
r
s
e
k
,
 

retariate i
m
 J
 ah
r
e
 1
9
0
2
 
[1
9
0
2
年
ド
イ
ツ
労
働
者
事
務
所
]
4
0
1
頁
。
但
し
、
ド
イ
ツ
の
民
事
訴
訟
法
に
は
訴
訟
上
の
弁
設
士
強
制
の
原
則
が
あ

る
の
で
、
そ
の
範
囲
外
で
。
つ
ま
り
、
労
働
・
雇
用
関
係
訴
訟
の
第

一
審

(G
e
w
e
r
b
e
,
u
n
d
K
a
u
f
m
a
n
n
s
g
e
r
i
c
h
t)

で
は
当
時
弁
詭
士
が
訴
訟
代
理
か
ら

排
除
さ
れ
て
お
り
、
区
裁
判
所

(A

m
tsgericht:

民
事
の
裁
判
管
轄
は
日
本
の
簡
易
裁
判
所
に
比
較
的
近
い
）
で
は
弁
設
士
強
制
の
原
則
は
当
時
も
現
在

も
妥
当
し
て
い
な
い
。

(49)

F
r
a
n
k
e
 (
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
裁
判
官
）
、
R
i
c
h
t
e
r
u
n
d
 R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
n
f
t
s
w
e
s
e
n
 [
裁
判
官
と
法
律
相
談
制
度
『

in:
D
e
u
t
s
c
h
e
 Ri
c
h
t
e
r
z
e
i
t
u
n
g
 [
ド
イ

ツ
裁
判
官
雑
誌
]
1
9
1
1
年

8
2
9
段
以
下
及
び

E
r
m
e
l
(
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
裁
判
官
）
、
K
e
in
e
T
a
t
i
g
k
e
it
 de
r
 R
i
c
h
te
r
 u
n
d
 A
s
s
e
s
s
o
r
e
n
 in 
d
e
n
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R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
n
f
t
s
s
t
e
l
l
e
n
?
 
[
 ~判
又
目
と
裁
判
官
試
補
は
法
律
相
談
所
で
活
動
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
？
·
]

、

m

:
D
e
u
t
s
c
h
e
 J
 un
s
t
e
n
z
e
1
t
u
n
g
 [ド
イ
ツ
法

曹
新
聞
]
1

9

1

1
年
1

4

9

3
段
以
下
。

(50)
例
え
ば
、
ザ
ク
セ
ン
司
法
大
臣
は
司
法
修
習
生
お
よ
び
裁
判
官
試
補
の
公
益
法
律
相
談
所
で
の
活
動
を
認
め
た
。
B
e
k
a
n
n
t
m
a
c
h
u
n
g
d
e
s
 sachsi, 

s
c
h
e
n
 M
i
n
i
s
t
e
r
i
u
m
s
 d
e
r
 Justiz 
v
o
m
 22. 
N
o
v
e
m
b
e
r
 1
9
0
9
 
[
1

9

0

9
年

11
月
22
日
ザ
ク
セ
ン
司
法
省
公
示
r
]
u
s
t
iz
m
i
n
i
s
terialb
la
tt
f
o
r
 

S
a
c
h
s
e
n
 [
ザ
ク
セ
ン
司
法
省
公
報
]

1

9

0

9
年
1

5

9
頁
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
内
務
大
臣
と
財
務
大
臣
は
そ
の
合
同
通
達
で
採
用
後
の
研
修
期
間

中
の
官
吏
の
公
益
法
律
柑
談
所
で
の
活
動
を
推
奨
し
た
。
Soziale
P
r
g
i
s
2
0
巻

(
1
9
1

1
/

1

2
)
7

9

1
段
参
照
。

(
5
1
)
S
c
h
a
d
e
b
r
o
d
t
,
 A
u
s
b
ildun
g
s
k
u
r
s
 for L
e
i
t
e
r
 u
n
d
 S
e
k
r
e
t
a
r
e
 v
o
m
 R
e
c
h
t
s
a
u
s
k
u
n
f
t
s
s
te
ll
e
n
 a
n
 d
e
r
 A
k
a
d
e
m
1
e
 S
o
z
ial,
u
n
d
 Ha
n
d
e
l
n
s
w
i
s
s
e
n
,
 

s
c
h
a
f
t
 [
社
会

・
商
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
法
律
相
談
所
相
談
員
養
成
コ
ー
ス
]
‘
i
n:
R
u
n
d
s
c
h
a
u
 fur G
e
m
e
i
n
d
e
b
e
a
m
t
e
 [
市
町
村
官
吏
ル
ン
ド
シ
ャ

ゥ
]

1

9

1

0
年
1

3

5
頁
以
下
参
照
。

(52)K. T
e
n
f
e
l
d
e
,
 A
r
b
e
i
t
e
rs
e
k
r
e
t
a
r
e
.
 
K
a
r
r
i
e
r
e
n
 in d
e
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 A
r
b
e
i
t
e
r
b
e
w
e
g
u
n
g
 vo
r
 1
9
1
4
 [労
働
者
相
談
員

[
1
9
1
4
年
以
前
の
ド
イ
ツ

の
労
働
運
動
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
]
‘
H
e
id
e
lb
e
r
g
(S
tiftung R
e
i
c
h
s
p
r
a
s
i
d
e
n
t
,
F
r
i
e
d
r
i
c
h
,
E
b
e
r
t
'
G
e
d
e
n
k
s
t
a
t
t
e
)
1

9

9

2
年

50
頁
以
下
参
照
。

エ

ー
ベ
ル
ト
の
他
の
例
と
し
て
は
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
首
相
で
あ
っ
た
グ
ス
タ
フ

・
バ
ウ
ア
ー

(
G
u
s
t
a
v
B
a
u
e
r
)
は
中
央
労
働
者
事
務
所
書
記
、
同
経
済
大

臣
お
よ
び
労
働
大
臣
で
あ

っ
た
ル

ド
ル
フ
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ル

(R
u
d
o
lf
W
i
s
s
e
ll
)
は
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
労
働
者
事
務
所
の
法
律
相
談
員
さ
ら
に
中
央
労
働
者

事
務
所
所
長
で
あ
っ
た
。

(5
3
)
R
e
i
c
h
s
a
r
b
e
it
sbl
att
11器
0
(
1

9

1

3
)
特
別
付
録

D
i
e
R
e
c
h
ts
b
e
r
a
t
u
n
g
 d
e
r
 m
in
d
e
r
b
e
m
itt
e
lt
e
n
 V
o
lk
s
k
re
is
e
 im
 J
a
h
r
 19
1
2
 [
~
}
i
i
:
:
!

得
国
日
民
臨
国

の
た
め
の
法
律
相
談
1

9
1

2
年
『

14
頁
以
下
参
照
。

(54)

K
a
w
a
m
u
r
a
前
掲

（註
32
)
1

0

9
頁
の
集
計
を
参
照
。

(55)
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
民
衆
の
家
で
は

44
.
6
％
が
女
性
利
用
者
で
あ
っ
た
一
方
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
社
会
博
物
館
で
は
女
性
割
合
が

29
％
で
あ
っ
た
も
の

の
、
女
性
の
た
め
の
権
利
保
護
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
と
て
も
活
発
で
、
か
つ
社
会
博
物
館
が
支
援
も
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
合
算
す
る
と
女
性
割
合
は
や

は
り
42
.
5
％
に
達
す
る
。
数
字
は
、

1

9

1

2
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告
書
に
よ
る
。

(5
6
)
K
a
w
a
m
u
r
a
前
掲
（
註
32
)
1

4

6
頁
表
22
参
照
。

(
5
7
)
R
e
c
h
t
s
a
n
w
a
l
t
s
o
r
d
n
u
n
g
 v
o
m
 1. 
Juli 
1
8
7
8

雲
汁
乖
巫
士
法
〕、

R
G
B
L
1
7
7
頁
。

(58)
当
時
の
弁
設
士
数
及
び
弁
護
士
一
人
あ
た
り
の
人
口
（
カ
ッ
コ
内
）
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
1

8

9

1
年

5,317

(9,296
)
、
1

9

0

1
年

6̀
800

(7,688)
、
1

9

1

1
年

lò
817
(5
,6
0
6
)
。
N
5
上
は
ド
イ
ツ
帝
国
統
計
年
艦
（
Statistische
J
 ah
r
b
u
c
h
e
r
 fur D
e
u
t
s
c
h
e
s
 R
e
i
c
h
)
に
依
る
。
ま
た
、
裁
判

上
で
の
貧
困
者
へ
の
法
律
扶
助
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
は
伝
統
的
に

A
r
m
e
n
r
e
c
h
t
と
い
う
形
態
で
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。



(562) 神奈川法学第51巻第 3号 2019年 110 

(59
)
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
あ
ま
り
良
い
訳
語
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
上
記
の
よ
う
な
定
義
で
こ
の
訳
を
使
用
す
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
法
的
な
能
力
が
低
く
、
顧
客
に
劣
悪
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
者
も
少
な
く
な
く
、
日
本
で
言
う
い
わ
ゆ
る
三
百
代
言
人
の
よ
う
に
か
な
り
否
定

的
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
。
当
時
の
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

つ
い
て
、

E
.Schiffer
,
 
D
i
e
 R
e
c
h
t
s
k
o
n
s
u
l
e
n
t
e
n
,
 
Berlin 
(Li
e
b
m
a
n
n
)
1
8
 

9

7
年
参
照
。
ま
た
、
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
職
業
団
体
に
よ
る
歴
史
的
概
略
と
し
て
「
Z
u
r
fu
n
fu
n
d
z
w
a
n
N
酋
a
h
r
i
g
e
n
J
 ubelfeier d
e
r
 O
r
g
a
n
i
s
a
,
 

（法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
職
の
組
織
化
遂
行
か
ら

25
年
記
念
に
際
し
て
）
」
と
題
す
る
シ
リ
ー
ズ

t
1
0
n
s
b
e
s
t
r
e
b
u
n
g
e
n
 d
e
s
 R
e
c
h
t
s
k
o
n
s
u
l
e
n
t
e
n
s
t
a
n
d
e
s
 

企
画
が
彼
ら
の
機
関
誌
で
あ
る

D
e
u
tsc
h
e
R
e
c
h
t
s
'
Z
e
i
t
u
n
g
 
(ド
イ
ツ
法
律
新
聞
）
に
1

9

0
4
年
か
ら
1

9

0
5
年
に
か
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(60)

1
9
0
9
年
開
催
の
弁
護
士
大
会

(
A
n
w
a
lt
stag)

の
議
題
の

一
っ
は
弁
設
士
の
法
律
柑
談
援
助
へ
の
参
加
で
あ
っ
た
。
J

uristis
c
h
e
 W
 
o
c
h
e
n
s
c
h
r
i
f
t
 

（
ド
イ
ツ
弁
護
士
協
会
の
機
関
誌
）
1
9
0
9
年
4

8
1
頁
以
下
お
よ
び
5

4

9
頁
以
下
を
参
照
。
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